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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2013-１-１ 

年頭に当たりまして             群馬菱の実会 会長 二宮平太郎 
 明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては 健やかに 
新年をお迎えになられた事と心からお慶び申し上げます。 

 会長を拝命し半年余り、会員の方々、役員の皆様のご協力、労組・会社の強 
力なご支援を賜り心より感謝申し上げます。本会の運営に際しては、甚だ慣れ 
ない役柄にて会員の皆様にはご満足頂けないのではないかと存じますが、歴 
代の会長、役員の皆様がこれまで築いてこられた菱の実会の歴史のようなもの 
を大切に守ってゆきたいと心がけております。 

 「菱の実だより」の発行も開始来本年はあしかけ２２年を数えることになり お陰 
様で当新年号が２３７号となりました。会員の皆様には日常の楽しい出来事、趣 
味、スポーツ等々を通して何でも結構ですのでどしどし寄稿頂ければ幸です。 
これからも多くの会員の方々に待ち焦がれる「菱の実だより」をお届けすべく編集委員も頑張っております。 

 昨年は世界主要各国の政界トップの再選、復帰、交代があり、我が国でも昨年１２月に衆議院選挙が挙行
されたことは記憶に新しいところでございます。このような政界の動きとは別に、特に我が国の経済面では大
手電機産業界の不振も目立ち総じて激動の１年と言っても過言ではありませんでした。 
また、原発事故を発端に電力問題が大きな課題ですがこの電力アレルギーによる馬電への逆風も強いと聞
き及んでおりますが是非とも頑張って頂きたいと願っております。 

 今年は（４/１より）この馬電の地に会社が創設され以来５５年目を迎えることになります。菱電機器、群馬製
作所と変遷する中で私たち会員は年を重ねて参りましたが本年はここでまさしく５５年目にふさわしく「明る
く、楽しく、幸せいっぱいの健康長寿をめざしてゴー、ゴー」を合言葉にして、素晴らしい今年一年にしようで
はありませんか。 

群馬菱の実会の発展を願って 

 

三菱電機労働組合群馬支部 

執行委員長   荻原 浩良 

 
菱の実会の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

新春を健やかにお迎えのこと、心よりお喜び申し上げます。また、日頃より労働 
組合の活動に対しまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

昨年は組合役員の改選期でありました。８月から新役員３名を加えて新たな 
気持ちでスタート致しましたので、皆様方のご支援を宜しくお願い致します。 

さて、先ずは昨年の馬電トピックスを二つ紹介したいと思います。一つめは省エ 
ネです。構内の工場屋根などに太陽光パネルを増設し、合計７４０ｋＷに能力ア 
ップをしました。今後も省エネモデル工場を目指して節電対策を強化していき 
ます。二つめは、３４年ぶりに全社監督者大会が９月に馬電で開催されました。 
各場所から選ばれた班長４６名が参加され、社長をはじめ会社幹部から班長に 
対する期待を伺い、その後班長間で意見交換や交流を実施し活気ある大会になりました。 

次に私たちの給湯機事業の状況です。残念ながら未だに震災の影響を受けて市場は厳しい状態が続いて
います。夏以降は三菱電機リ本の新たなトータルコンセプト「ＳＭＡＲＴ ＱＵＡＬＩＴＹ」のもと、太陽光発電や
ＩＨ調理器などと共にエコキュートの拡販を提案しています。「スマート電化」を是非とも菱の実会の皆様にも
拡販頂ければ幸いです。宜しくお願い致します。 

新年を迎え、私たちは厳しい馬電の状況を回復させるべく組合活動を進めて参ります。「元気な職場」と「笑
顔あふれる暮らし」をあるべき姿として、菱の実会の皆様とは更に連携を深めながら、共に「笑顔あふれる暮
らし」を作っていきたいと思います。 

最後になりますが、本年も菱の実総会にてお会い出来ることを楽しみにしながら、菱の実会の益々の発展と
皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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順位 氏 名 GRS NET 

優勝 中島  進 88 67.6 

準優勝 高木 よし子 79 70.6 

３位 高木 和彦 90 70.8 

４位 萩原 十四夫 85 71.8 

５位 寒梅 達男 90 72.0 

６位 高柳 静雄 93 72.6 

７位 田口 勝也 102 73.2 

第５９回 ゴルフ愛好会コンペ 

１２月１１日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第５９回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。１２月に入り例年よりも

早く寒波がやってきて最高気温も一桁という日があり、当日の予報も気温が低く風も強いとの事でしたが、風も

それほど強くなくまあまあのコンデションの中今年最後のゴルフを楽しむことが出来ました。今回は他のコンペと

重なった人が数名いて２９名の方に参加して頂き実施しました。コンペの結果は新ペリア集計では驚異的なネッ

トスコア（６７．６）で中島進さんが優勝をしました。皆様のご協力に感謝申し上げます。次回の大会は、４月９日

（火）に第６０回記念大会として桜を見ながらのパーティーも予定しています。（上武ゴルフ場、会費２０００円） 

第第１１１１回回  カカララオオケケ大大会会   
順位 氏 名 曲名 採点 

優勝 金子 吉男 汽 笛 ９９点 

準優勝 根岸利喜蔵 さざんかの宿 ９８ 

３位 永沼ひろ子 ほととぎす ９６ 

４位 永沼  進 さざんかの宿 ９５ 

５位 佐藤 辰利 人生みなと ９５ 

６位 大橋  浩 女の港 ９５ 

7位 堀米 延秋 くちなしの花 ９４ 

 
第１１回カラオケ大会を、１２月３日（月）に「まねきねこ・ 

尾島店」で実施しました。今回の大会では、毎回休まず参加してくれた野村隆一さんが、１１月１２日に、残念な

がら還らぬ人となってしまいました。大会の前に全員で黙祷し、ご冥福を祈りました・・・。今年も早いもので、正

月やクリスマスがやってきます。参加賞は鉢植えで、シクラメン・ポインセチア・シャコ葉サボテン等を用意、季節

の雰囲気を盛り上げまた。今回の採点結果は、長年の会員である金子吉男さんがみごと優勝しました。 

             
祝祝
長長
寿寿  

「菱寿」のお祝い 
平松 靖司 様 伊勢崎市堀口町 ８７歳（1926/01/18） 

 神谷 昭美 様 東京都文京区 ８６歳（1927/01/01） 

 

第６９回秋季グラウンドゴルフ大会 
順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 尾島  勉 0 68 5 7 

準優勝 増田 三郎 0 68 4 11 

３位 小澤 永一 0 72 2 16 

４位 長嶺  元 0 76 1 17 

５位 島  保夫 +3 78 2 13 

６位 根岸  昇 +2 82 1 14 

７位 千葉  武 +1 83 1 14 

 秋季グラウンドゴルフ大会が、１１月２６日（月）利根グウンドゴルフ場で１６名の参加で行われました。今回はハ

ンディ制で、あかぎ・はるな・みょうぎコース(2周)の 32ホールで行われました。結果は、初参加の尾島 勉さんが

5 本のホールインワンを出して優勝しました。次回は、２月１８日(月)を予定していますので、皆様の参加をお待

ちしています。 

 

 

 



フクシマ原発 やじ馬かわら版 (第３話)       岡島 清二 

◇ プロローグ  ３・１１から１年９ヶ月、４つの事故調報告書が８月に出揃い、９月に新エネルギー戦略「２０３０年代原発ゼロ」が

発表された。脱原発の俎上である。しかし解散崩壊の民主政権、旧態変わらぬ自・公保守、我が国原発の道筋は当分決まり

そうにない。先進諸国は３･１１後脱原発依存に舵を切った。新興国は拡大経済を担保に変わらぬ推進であるが、リトアニア

の国民投票の如く、ネット社会の民意は超スピードで進化する。フクシマが原発の哲学を変えたのだ。決められず、変えられ

ない日本は「フライパンの煮え蛙」＊１に陥っている・・・。 荒れ狂う政争の具となっている日本原発や如何に・・・その基盤を

求め、事故調４報告と全国紙社説をやじ馬流に裏読み検証し、会員各位の冷笑を懼れず紹介する。 

   ＊１ 水を張ったフライパンの蛙が、初めはいつでも出られるからと安心し、ぬるま湯に気持ちよくしているうち、終には茹で上がってしまうという比喩。 

◇ 事故調報告書 やじ馬評                                                      

  主原因は４報告共、津波としているが、高線量で現場に入

れず、真相は現状不明。驚きは１・２・３号機とも、初動や安全

装置作動中の現地対応に、無知やミスがあったこと。他にも

著作を多数読んだが、何れも聴き取り情報でリアリティーを

欠く。最も真贋を得たのは、菅前首相の著書＊２である。3.14

深夜、RCIC(安全装置)で冷却できていた２号機が、３号機爆

発直後、圧力が急激に上昇、まさに打つ手なし。ここで東電

社長の電話と７０人残しの退避があった。しかし 3.15 早朝４号機爆発、同時に２号機圧力が急降下、奇跡が起きたのである。

実に爆発で危機となり、爆発により救われたのだ。現場に何人残ろうと対応する術を失えば、不作為＝放棄【撤退】＊３ であ

る。なお、３号機はプルサーマル Mox 燃料を使用していた。プロトニウムの放出があった筈？更に世界が注目した海洋汚染

に４報告とも全く触れていない。分厚さばかりで懐疑なり。 

＊２ 「東電福島原発事故総理大臣として考えたこと」幻冬舎新書（\８６０）本文ex．『福島原発事故を総理として経験した政治家として、何としても脱原発を実現させたい。』 

＊３ やじ馬の推論は、現場は死を賭して自主的に残った。しかし本店（社長)は命令限界、人命優先と企業の論理で、全面撤退を覚悟して政府に打診した。答弁は後知恵の辻褄合わせ・・・ 
類似見解のブログあり ： 桜井淳氏 （元原研勤務、理学博士、技術評論家、1946年群馬県旧新田町生れ、木崎中学出身、菱の実会に同級生が・・・ ネット検索方 

◇ 社説の比較検証       

産経、読売が原発

維持、日経がやや右

寄ながら中立、東京、

毎日、朝日と左寄順に

脱原発主張と分析す

る。同様なことをした

学者(専修大藤森研教授)がいた。全国４６紙の社説を１年半もナビ分析。結果は脱原発：東京、毎日、朝日など２８紙、減原

発：日経、中国など１４紙、原発維持：読売、産経の２紙で、福島民報、福井の２紙は方向性示さず（地元・過去のしがらみ？）。

やじ馬のピンポイント検証と大差なし。各社の主張は一貫してブレはなく、強い信念を感ずる。 

従って、日常読んでいる新聞により、思考が洗脳されると心得たい。東京と産経を読み比べると、学ぶこと多いのかも・・・。                               

因みに最近の世論調査では、30年代より前に原発ゼロ：36%、30年代：15%、30年代より後：11%であり、ゼロにしない：31%、

回答なし：７%であった。将来的に原発ゼロを望む人が、全体で 62%を占める（12.10.03朝日）。選挙の争点になるはず・・！ 

◇ エピローグ  ３･１１が遠のくほど、脱原発の声は風化するはずとの見方があった。だが、逆に原発ゼロを望む人が徐々に

増えている。それは原発の「安全、コスト、廃棄物処理、核燃サイクル、Ｃｏ２排出、電力不足」等、全ての欺瞞が解け、被曝国

なるが故、原発推進を秘密裏に進めたツケが廻って来たのである。現実１０年後には、核廃棄物の保管場所が無くなる。この

解決なくして原発稼働はあり得ない。フクシマの瓦礫すら、受入れ先が決まらないのである。故に、「出来る限り早い原発ゼ

ロ」が模範解と考える。しかるに産経、読売が主張するように、安全保障や国際的しがらみの課題があることも知った。再生可

能エネルギー太陽光、風力の課題も学んだ。一方で、火力の高効率化や省エネ(製品、住宅、送電等)、電力自由化と発送電

分離、日本型スマートグリッド、更には領有海域に潜在する海洋エネルギーやメタンハイドレート等、ポジティブな話題もある。

これら将来性ある資源への投資が、国益に適い子孫への遺産になるものと考える。 ・・・等々、やじ馬がこれまでに学んだ知

見を、これからも当分投稿を続けさせてもらいます。 ・・・ご笑待下さい。                第３話了  （2012.12.01）              

（ページ数 ） 国会（641） 政府（448）   民間(403) 東電(352) 

事前の備え 先延し（人災） 能力不足 認識の甘さ 想定外 

現地対応 非は問えない 対応ミスあり 重大エラー有 ミスはない 

官邸介入 指揮混乱 弊害大きい 過剰一部効果 無用の混乱 

全面撤退 官邸の誤解 断定出来ず 可能性あり あり得ない 

 東京 毎日 朝日 日経 読売 産経 

浜岡停止 
（１１．５．７ 付） 

評価する国民的議

論を始めよう 

評価する困難回避

先手打つべし 

危ないなら、止め

るべし 

唐突、丁寧な説

明が必要なり 

停止やむなし   

万全を尽くせ 

唐突、原発否定に

繫がらないか 

３０年代ゼロ 
（１２．９．１５ 付） 

大いに評価、  

もっと早くゼロへ 

１８０度方針転換

を評価する。 

評価する核燃サイ

クルの凍結を 

安全保障、国民

生活責任感ない 

戦略に値せず 

経済・雇用軽視    

日本没落の空論  

即撤回２５%超へ 

【 会員投稿 】  

 

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『白川郷雪景色』    ●【 須永写真ギャラリー 】:『 日の出 』 

 
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-01.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-01.pdf 



No．２３７ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１月の囲碁愛好会 
１月２１日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１月の麻雀愛好会 
１月１０（木）､２５日（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 1/8 日、23 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１月の将棋愛好会  
１月２８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１月 
グラウンドゴルフ例会 

１月２１日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（火）予定 

上武ゴルフ場 
（会費 2000 円） 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

２月のカラオケ月例会 ２月４日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 2 月 2 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

２月のパソコンサークル 
２月４日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

２月の幹事会 ２月４日（月） １５：００ 労組会議室 
 

１月の編集委員会 １月２１日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：2 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 2 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
2 月 6 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

経済活性化のため、年金受給者は、“沢山お金を使ってくれー”と言われてもねー 
 余力のあるご家庭では、是非ともご協力をお願いしたいところですね、まず手始めに、社内分譲
で電気製品の購入から手掛けられては如何でしょうか。但し、太陽光発電システムへの投資は、
当社も参画しているものの、電気料金の値上げ（注１） に直接関係する事が懸念されるので、些
か躊躇させられますが。また、ずーと蓄財を旨としてこなかった我が家では、なかなかでーす、 
“爺ちゃんおこずかい”にこたえるのが精々でしょーうね。 
 何年か前の秋の親睦旅行の時、とある、みやげ物店に入った時、販売員のリーダーが我々のグ
ループをとらえて“厚生年金のお客様でーす、さあーがんばりましょうー”と言っていたのを思い出
した。その時は何の事か理解出来なかったが、今から考えれば、厚生年金受給者は随分と期待さ
れているのかなあーと思った。                                上村 記  
     注１ ： 急激な値上げを避けるため、電力会社の買上総量に規制が有る。 

  

訃
報 

 

大島 恭亮 さん （ 享年８０歳 ）  太田市新田村田町 

１２月 ７日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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三菱電機ホーム機器（株） ＯＢ会のご紹介  

４年前、MHKのOB会が発足しました。「菱花会」(ひしはなかい)といいます。現在会員数は、１０８名、
女性が２８名で全体の２６%を占めています。 

総会は、毎年１０月に会社の創業祭に合わせて実施しています。総会の後、クッキングスタジオで商
品 PR を兼ねての料理実演をしながら懇親会、そのあと創業祭に合流し、元の職場や旧友、後輩との交
流を図っています 。 

サークルは、現在、ハイキング、釣り、カラオケ、パソコンの 4つあり、年々活動が活発化しています。 

・ ハイキング同好会は、秩父の札所めぐりが定番。これまで４回を数え、参加者も回を追って増えていま
す。途中、秩父路の四季折々の風景や味覚、露天風呂、地酒蔵元の工場見学と試飲などを楽しみなが
らの、変化に富んだ大変楽しいハイキングです。 

・ 釣り愛好会は、昨年６月相模湾大磯港へキス釣りを実施しました。山っ子だけに、投げた仕掛けが海
に落ちずに竿先に絡んだり 船べりに落としたりの悪戦苦闘。それでも釣ったキスはスタイル抜群、淡い
桜色の透き通るような色合いに大感激の海釣りでした。 

・ カラオケ同好会は、昨年６月発足、発足会を日帰り温泉「かんなの湯」で開催しました。 温泉そっち
のけで、昼食をはさんで４時間半歌い通しでした。女性が中心で、皆さん大変お上手です。 

・ パソコンサークルは、当面ネット上で、パソコンの楽しみ方などの情報を提供しています。 

 その他、全体行事として昨年１１月に日帰りバス旅行を実施しました。浜離宮、築地、浅草、ソラマチ等
を散策し、会員の交流を深めました。参加は女性２３名男性１０名で、ここでも女性が大活躍でした。 

 会報(機関誌)も 年４～５回発行して情報発信と交流を図っています。ネット読者は ５６％です。 

 年会費は、１,０００円で運営しています。 

菱の実会と比べ、女性会員とネット読者が多い 
ことが特長です。 

ＭＨＫに出向経験のある 菱の実会の皆さん、 
この若い「菱花会」に参加しませんか。 

希望者は、菱の実会事務局 または直接、次の 
菱花会事務局宛メール又は電話でお申し込み 
下さる様お願いいたします。 
担当 内田 メール uchida@hon.mhk.co.jp 

電話  048-584-1232 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
mailto:uchida@hon.mhk.co.jp
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 ３７会（Ｓ３７年同期入社）旅日記       中庭 徹 

１２月６日から８日まで、２泊３日の忘年会を兼ねて、沖縄旅行を実施いたしました。 
某旅行会社のツアーに参加して、羽田までの送迎バスに乗り込み、空港で他地区の参加者と合流し、
総勢３５名の団体旅行となりました。 
出発は、朝５時バスに乗車というハードなスケジュールとなったが、会員全員（１４名）参加の快適な

旅であった。同期の旅行は、前回の（香港・マカオ・シンセン）旅行から２年ぶり。また、沖縄は２８年前の
若き日に来ており、今回２回目である。前回は、数名が都合で参加できなかったこともあり、今回この地
を選んだ一つの理由でもあります。観光は天候に恵まれ、気温２０度と最高条件の下、各地を巡ってま
いりました。定番である観光の一部を紹介しますと。 

「１日目」・・首里城公園の見学。ただ残念だったのは守礼の門が改修中で全容が拝見できなかったこと

です。 
「２日目」・・海洋博公園へ。広大な大自然に囲まれた花と 

海と緑の公園である。敷地内には数々の見学施設は 
有るが、脚力と時間の関係で「美ら海水族館」に入り、 
最大級ジンベイザメ・マンタを見てただ驚くばかりで 
あった。その後万座毛へ。東尋坊のような断崖があり 
東シナ海の眺望を見て大感激。（右の写真） 

「３日目」・・玉泉洞へ。国内最大規模と言われる、鍾乳洞の 
造形美を８９０メートルのわたり見学をしました。 
ひめゆりの塔にも参拝しましたが、特に心を打ったのがこの地でありました。学生でもある若い女性
が、戦争の犠牲になった悲痛な歴史を語る場所である。その後、普天間基地を車窓から見学。現
在世間を騒がせているオスプレイを見ることはできなかったが、自衛隊基地でのＰＡＣ３配備は目
にすることが出来た。戦後生まれの私たちは、平和と言う簡単な二文字だが、そうあってほしいと願

うばかりである。 

 三日間に亘り、沖縄の伝統芸能である島歌三線ライブ・エイサー踊りを３回も観覧することが出来、さ
らに旅行を楽しいものにいたしました。夜の楽しみでもある宴会では、ツアーの関係で他のお客さんも
おり、盛り上がりがもう一歩の所もあったが、アルコールが減り逆に良かったと、幹事として自己満足して
おります。しかし、道中・ホテルでの会話は、年齢のせいか体調の話題で持ちきりである。その反面喫
煙者は同期１４名中８名もいる。私もその一人である。今後も健康には留意し、更に同期の絆を継続し
向上を図りたいと思う。 

 



     

 

 

              

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 梅林 』        ●【 須永写真ギャラリー 】:『 樹氷 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-02.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-02.pdf 

【 会員投稿 】  

 

朔太郎記念館 

ありがたい・おかげさま    大槻伸次 

私は、従来から宗教や哲学的なことに関心を持つこともな
かったが、父は『般若心経』は心の支えだと言うのを聞い
たことがあった。振り返ってみると、確かにそうだったかな
と感じられ思い当たることが幾つかあった。  
それは半世紀以上の昔のこと、夜半隣組で起きた不幸で
悲惨な出来事の対処について、父の勇気に感激した事
があった。私はもちろんのこと、近所の大人たちは怖くて
震え声すらなかった。父曰く、俺は『般若心経』を信仰し
ていると平静だった。 
また従兄は、認知症の妻を連れ出し、全国行脚と四国霊
場巡礼の満願を果たし、よく面倒を見ていた。そして私の
父や、人生半ばで亡くなった弟妹達の供養のときに、必
ずお経をあげてくれたがいつも『般若心経』だった。従兄
も『般若心経』は心の支えだったようだ。翻って、人をこん
なにも強くしてくれる『般若心経』というお経に関心を持っ
たことがあった。 
奈良の古刹、薬師寺の故高田好胤元管長が薬師寺再建
の浄財を得るために、参拝者に「写経」をお願いしていた
ことはラジオやテレビでも度々取り上げられていたが、こ
の写経が『般若心経』だったと記憶している。 
私自身、昨年（平成 23年）は定年から満 10年を迎え、人
生の節目の古稀でした。この 10 年間、地域への恩返しと
して地区交番連絡協議会員 6 年、地区防犯常任委員 5
年、そして今年の3月、5年間の区長代理と区長の役を終
えることが出来た（延べ 16年間・定年前12年間、地域｢子
育連｣副会長経験）。そこで、ようやく地域の役から開放さ
れ、これからの生活について考え、何か心の支えになるも
のはないかと思ったのが、父が熱心に信仰していた『般
若心経』だった。 
『般若心経』は緒先輩たちが学んだありがたいお経であ
り、私のような凡人がとても理解できるお経でないというの
は解かっているが、一つでも二つでも生きるヒントや道筋
が見つかれば幸いであろう。 
そこで、『般若心経』とはどのようなお経なのか書籍やネッ
トを使っていろいろ調べてみたところ、沢山の先生方が解
説しているのを目にした。 
ところがどれも難しかったが、そのなかでも比較的取っ付
きやすかったのは“元南無の会会長”の故松原泰道氏
（明治40年東京生／昭和8年早稲田大学卒）の講話だっ
た。そこから一部要点を纏めてみた。 
『般若心経』の中で、最もよく知られている「色即是空 空
即是色」という一節がある。難解とされるこの一節をどう理
解して、どういうふうに実生活に生かしてゆくかが課題だと
いっている。 
まず「色」には「作られたもの、形があるもの」という意味が
あるそうだ。同時に「壊れゆくもの」という意味ももっている
という。一方、「空」は「なにもない、崩れゆくもの」という意
味である。 
この二つが合わさって「色即是空」となるので「色即是空」
を「形あるものは、壊れ崩れていくものだ」と訳すことがで
きる。つまり、「全てのものは移り変わっていく」ということで

あるという。「全てが移り変わる」というと、消極的な意味
にとられがちですが松原氏はプラスの方向に受け取り
たいと思いますと語っている。 
例えば、死は寂しいことですが、死があるから私たちが
存在できる。人類の誕生の時代からの祖先がみんな生
きていたら、私たち現代人は生きる場所がありませんと
いっている。要するに死があるから、私たちは生きるこ
とができるのである。 
では、「空即是色」は「色即是空を言い換えているだ
け」ではなく「空即是色」の「空」は「何も無い、崩れゆく
もの」という意味と同時に、全てのものがなぜそのように
存在するのか、その原理を示す言葉でもあるという。 
存在の原理とは、「全てのものはかかわりあって存在し
ている。そのものだけで存在するものは何もない」という
ことである。 
人間は独立した一個人で存在するのでなく、両親や祖
先という縦のつながりがあってはじめて誕生できる。そ
して、口にするものや着るもの全てを自分で作ったわけ
でないように、他の人とのつながりの中で存在している
のである。 
今風に言えば、「空即是色」とは「相関関係」「共に生き
る」を表した言葉といえるでしょうと結んでいる。 
さらに、「色即是空＝すべてのものは移り変わる」がわ
かるということは、「ありがたい」がわかることといえるとい
う。移り変わる存在である以上、ここにあるということは
非常に珍しいことなのです。人は生まれたら死ぬのは
当然ですから、生きていくことのほうが珍しい、稀有なこ
となのである。稀有とは「まれにある」「あることが有り難
い」、つまり「ありがたい」ということなのですという。 
そして「空即是色＝全てがかかわりあって存在してい
る」が分かるとは、「おかげさま」がわかるということで
す。この「ありがたい」「おかげさま」を体得できれば『般
若心経』を理解したといえるという。 
どんな場合でも「ありがたい」、「おかげさま」と思えるよ
うな、一見なんでもないことに意味と価値を見つけてい
く積極的な姿勢があれば、どんな困難にも耐えることが
できるでしょうと結んでいる。 
しかし、知識として理解できても、実際に自分の身に東
日本大震災のような不幸が降りかかったら、こんな知識
は吹き飛んでしまうかもしれません。ですからこの心理
をどう受け止めて人生に生かしていくかが大事になっ
てくるのである。 
『般若心経』は観世音菩薩が舎利子という釈尊の弟子
に「空」を説くという形をとっている。菩薩の名前は釈尊
の修行を象徴しておりここに『般若心経』を体で受けと
めるヒントがあるというのである。 
「観」は観察、つまりよくみて真理を察しとること、「世音」
は世の中の声、という意味。観世音菩薩が象徴してい
るのは自分の周りを良くみつめ、そこに真理を発見す
る修業ということになる。これは物事の表面だけを見る
のでなく、自分の体で受け止め、体得すると云うことだ
ろう。以上で松原氏の講和の紹介をしましたが『般若心
経』の解釈はこれからの自分の生き方の一つとして参
考になるものである。 



No．２３８ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

２月の囲碁愛好会 
２月１８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール （３月１１日大会予定） 

２月の麻雀愛好会 
２月１４（木）､２８日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 2/12 日、26 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

２月の将棋愛好会  
２月２５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

第７０回 冬季 
グラウンドゴルフ大会 

２月１８日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:５００円) 

申込み: ２月１４日(木) 
島  保夫 (52-0889) 
（雨天中止：翌月開催） 

第６０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（火）予定 

上武ゴルフ場 
（会費２０００円） 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

第１２回カラオケ大会 ３月４日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 3 月 2 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

３月のパソコンサークル 
３月４日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

３月の幹事会 ３月４日（月） １５：００ 労組会議室  

２月の編集委員会 ２月１８日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：3 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 3 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
3 月 6 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

昨年 3 月末で退職し、21 年の単身赴任生活から解放され群馬に戻った。 

在職中は、品質・コスト・納期・遵法・社会貢献・方針・部下の育成など、常に要求されて来たが

退職後はそれらが家庭など身の回りの最小限に気を回せば良く、大分気が楽だ。 

退職して初めての新しい年を迎えた。以前は年末の仕事納めが終わって帰省し、家の掃除をし

て新年を迎えると早々に単身生活に戻ったものだが、今回からは年末の掃除も大分余裕をもっ

て取り掛かれるし、新年もゆったりとできるはずだった。12 月に入ると娘が出産のため戻って来

て、新年早々に出産ということで慌ただしい年越しとなってしまった。娘が仕事に復帰する頃に

は孫の子守りを押し付けられそうだ。                             橋本 記 

訃
報 

斉藤 定雄 さん （ 享年８０歳 ）  太田市宝町 

１月１９日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-３-１ 

平成２４年度幹事研修会報告 
毎年恒例の研修会が、吾妻町の岩櫃山
山麓にある「コニファーいわびつ」にて実
施されました。 

第一日目は、グランドゴルフ・囲碁・ハイ
キングの各コースに分かれ競技等を実
施、心身をリフレッシュ。夜はカラオケを

交えての交流で、懇親を深めました。 

第２日目は４月に控えた総会及び懇親会
の改善策、会の活性化をテーマに議論。
皆さんから建設的なご意見やご提案をい
ただきました。 

なお、今回研修会の最後は、俳句を各自

披露いただき、お開きとなりました。 

その時の句を２句紹介します。 ⇒ 

 

 

平成２５年度 菱の実会総会の予告ご案内 
平成２５年度の総会は、４月２３日（火） 開催の予定で、準備を進めております。 
詳細は、次号でご案内いたしますので、あらかじめご予定くださるようお願いいたします。 

なお、昨年と同じように懇親会会場の一角に『会員趣味の作品展』を展示する予定ですのでご準備

下さい。この作品展は、総会前一週間程度展示して、現役の皆さんにも見てもらうことになっておりま
す。ふるって出品下さるようお願いいたします。事務局又は幹事までご連絡をお願いします。 

＜ 会員増のための 「入会ひと声勧誘」 のお願い ＞ 
このような方、おりませんか・・・  

① 転任や出向、転籍等で入会の案内が届かなかったために、会の存在を知らずにいる方。 
② 定年後も引続き仕事をしているため、入会がずれ込んだり、機会を失している方。 
③ 菱の実会のことが良く判らないため、入会を躊躇している方。 
④ 定年時に入会のタイミングを失してしまった方。今からでも遅くありません。 
⑤ 入会の手続きが面倒などの理由で入会していない方。 
⑥ 女性の対象者、会員奥様の加入を。会がもっと華やかになるでしょう。 

このような隠れた入会予備軍が、たくさんいるのではないでしょうか。 

ここ１０年間は、新規加入が伸び悩み、ついに平成２４年度は新規加入よりも脱退者の方が多くなっ
て会員数が減少傾向に転ずる見込です。今後の慶弔対象者の増を考えますと、会運営はますます
厳しくなると言わざるを得ません。菱の実会の健全な運営のためには、会員数の増加が必須です。
ぜひ会員皆さんの口コミでの勧誘をお願いいたします。 

なお、この入会促進活動は、４月から６月の期間、菱の実会キャンペーンとして展開の予定です。 
くわしくは、次号でご案内しますので、よろしくお願いいたします。 

 

残雪や 菱の実会の 旅の朝 

研修会 雪いち面で お出むかえ 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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【 新入会員紹介 】 

 

髙橋 豊 さん（平成２5年 1月入会）  太田市粕川町 

 

 

 ・Ｓ４２年：群馬製作所入社。入社後クリーナ設計（風神生産開始）に配属さ
れ、同所属一筋（綿ｺﾞﾐｶｯﾀｰ、クルッポン、360 度回転ホース、49 ホン清
音・・・・） 
・Ｓ５９年：馬電構造改革に伴い現ＭＨＫに出向。出向時はＡ０の図面をＡ１
の製図板で作成したのが思い出！（ＣＡＤ無）・クリーナー設計継続（伸縮
ホース、ダニパンチ、クルリーナ、モーター寿命トラブル・・・） 
・Ｈ４年：理美容設計配属（簡単取り付けお尻洗い機、布団乾燥機、アイロ
ン、ドライヤー、電気ストーブ・・・） 
・Ｈ８年：住宅設備機器設計配属。Ｋ／Ｍ向けトップオープン食洗機、ＩＨク
ッキングヒーター、ビルトインクリーナ、食洗機不具合による市場巡回 ） 
・Ｈ１４年：品質保証部（市場技術課）配属。三菱自動車リコール隠し等から
お客様対応に苦慮。住設機器は品質第一と再認識  
・Ｈ１９年：三菱電機退職、ＭＨＫへ転籍    ・Ｈ２３年１２月：ＭＨＫ退社 

退職後の活動：品証部配属と同時に始めた趣味の卓球をベースに地域活
動参加。（ラージ卓球、ゴルフ、グランドゴルフ、家庭菜園、＜飲み会＞） 

誕生地：山形県米沢市窪田町 

山形県立米沢工業機械科卒 

祝
長
寿 

「喜寿」のお祝い 

 

蜂須    茂 様 太田市只上町 ２月２７日 

飯塚  久夫 様 太田市南ヶ丘町 ３月２８日 

 

≪雑記帳≫  「漢字」で脳の活性化を 

最近パソコンに頼りすぎていて、漢字を忘れてしまっ

たり、なかなか出てこなくてがく然とすることがある。

またパソコンで漢字変換する時、候補の選択に迷っ

たり、誤変換に全く気がつかなかったり・・・。 

皆さんもそんなことありませんか。以前、家にきた手

紙の最後に、「早々」と書いてあるのがあった。このよ

うな恥をかかないためにも、漢字を練習しようと思う。 

漢字練習のためのこんなサイトを見つけました。 

「毎日漢字.com」  http://mainichikanji.com/ 

誰でも無料で漢字の練習ができます。毎日続ければ

漢字も覚えられ、脳の活性化にもいいでしょう。 

書き取り問題のみ毎日新しい問題を１５問、出題して

います。範囲は漢字検定３級、準２級、２級あたりの

問題です。（ちなみに、2 級は高校３年、準 2 級は高

校 1・2年、３級は中学３年レベル） 

その中から、２月５日（火）の問題を右に載せましたの

で、試してみて下さい。 

菱の実会ホームページの中にも、「漢字のためして

ガッテン」というサイトがありますのでご覧下さい。 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/kanji-main2.htm 

漢字を忘れてしまった理由が “ど忘れ”なのか“本忘

れ”なのか、気にかかる今日この頃である。 (篠崎) 

次の下線のカタカナを漢字に直せ。 

１．勢いアマって追突してしまった。 

２．外は雪がツもっている。 

３．マが差してお金を盗んでしまった。 

４．経済セイサイを発動する。 

５．彼女のジョウチョウな話にはうんざりだ 

６．ヒジョウに優れた能力をもっている。 

７．彼には協調性がケツジョしている。 

８．教育のあり方についてコウサツする。 

９．未だ状況をハアクできていない。 

10．長い間チンモクが続いた。 

11．ガゾウをメールで送る。 

12．未経験者大カンゲイのアルバイト。 

13．演説者にバセイを浴びせる。 

14．自分はなんてオクビョウな性格なんだ 

15．災害の跡がズイショに残っている。 

 

余、積、魔、制裁、冗長、非常、

欠如、考察、把握、沈黙、画像、

歓迎、罵声、臆病、随所 

http://mainichikanji.com/
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/kanji-main2.htm


     

 

 

              

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 旅の記憶１．ベニス 』    ●【 須永写真ギャラリー 】:『 雪の造形 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-03.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-03.pdf 

【 会員投稿 】  

 

朔太郎記念館 

 本タイトルで、３回ほど群馬の文学者を紹介してきたが、段々知名度が低くなり、皆さんの関心も薄くなりそうな

ので、今回は県内の文学館をご案内して、ひとまず終わることにする。 

また、調べながら感じたことだが、近頃の作家は「ふるさと」への関心が著しく薄くなっているように感じられ

る。あるいは「故郷」を無視する傾向が窺える。都会化・国際化という流れが文学の世界へも入り込み、淋しいな

がら、『ふるさと』はますます忘れられていくようである。     

上州を彩った文人たち（その４）       ひ ま じ ん 

 

   与謝野晶子紀行文学館  

みなかみ町猿ヶ京温泉にあり、「猿ヶ京関所資料

館」に隣接している。。 

晶子は明治中期、日露戦役に従軍した弟を歎き

「君死にたまうことなかれ」の長詩を発表、反戦的歌人

として名声を博した。「やは肌のあつき血汐にふれも

見でさびしからずや道を説く君」の情熱的な歌も有名

である。夫の歌人鉄幹と共に後年は女子教育に功績

を残した。前財務大臣与謝野馨は孫にあたる。 

  徳冨蘆花記念文学館 

「群馬県を最も愛した一人が蘆花であるといってよ

いであろう」と群馬県郷土史家萩原進氏が述べてい

る。蘆花の作家としての地位を高めた『不如帰』の書

出しは伊香保温泉千明旅館から始まっている。 

蘆花は九州出身なのだが、徳冨家では長姉が富岡

製糸へ技術見習いに、次姉が安中市の政治家の後

妻となる等いろいろと縁が深く、伊香保へもたびたび

来遊した。『自然と人生』は「自然と人間が対立せず、

自然の中に人間があり、人間の中に自然があったよき

時代を代表する作品」と評されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 蘆花記念文学館 ] 

昭和２年２月６０歳の蘆花は衝心病で倒れ「いま一度

伊香保へ行きたい」という本人の切なる希望で千明旅

館へ向った。同年９月、再起の希望もむなしく死をむ

かえた。 

また、東京都世田谷区には旧宅を中心とした「蘆花恒

春園」もある。 
 

土屋文明記念文学館 

 高崎市保渡田町、「かみつけの里博物館」の北方

にある。文明は１００才の長寿を全うした歌人である。

活躍の期間も大正・昭和の全期間に及び８０年という

長さに亘り、歌壇に君臨・長老として活躍した。 

昭和６１年には文化勲章を受章している。世良田町

歴史公園に歌碑があるので紹介してみよう。 

「夕暮るる み寺に来う（つどう）浄土絵の 

        青き山々 灯（ひとも）してみつ」  

 昭和５年園遊した時の作である。 

   前橋文学館・萩原朔太郎記念館 

上記については先にふれたので割愛する。 

田山花袋記念文学館 

 『蒲団』『田舎教師』で有名な田山花袋の文学館は

館林市城町にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 生家も移築 ] 

花袋は館林に生まれ、家は代々の秋元藩士であ

ったが、父が西南戦役で戦死する等貧窮のなかで育

つ。１１歳の時に東京へ丁稚奉公に出され、正規の

学歴はほとんどなかったが、文学への関心を持ち続

け、『ふる郷』が出世作となり、自然主義文学の代表

者ともくされるようになった。 

『東京の３０年』は明治文壇史として また明治の社

会や風俗の資料として、貴重な作といわれている。 

 ふるさとをこよなく愛した人だから、東京を活写でき

たのだろう。 

 

 



No．２３９ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

３月の囲碁愛好会 

（２４年度囲碁大会） 
３月１１日（月） 
９：３０～（16：00） 

ブライダルスクール 

（会費 １０００円） 

3 月 7 日まで 
星野安正（0270-74-2064） 
窪田秀治（0276-25-7158） 

３月の麻雀愛好会 
３月１４（木）､２８日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 3/12 日、26 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

３月の将棋愛好会  
３月２５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

３月の 
グラウンドゴルフ例会 

３月２５日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（火）予定 

上武ゴルフ場 
（会費２０００円） 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

４月のカラオケ月例会 
４月１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 3 月 30 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

４月のパソコンサークル 
４月１日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

４月の幹事会 ４月１日（月） １５：００ 労組会議室 
 

３月の編集委員会 ３月１８日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：4 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 4 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
4 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

数十年前、スケッチブックを持参し秩父の３４札所巡りをした時、門前に立派な柳の木がありお

寺の方に見事な柳ですね・・・と褒め言葉を掛けたら、これは「しだれ桜」ですと言われ赤面した

記憶がありますが、来月はいよいよ春本番で桜の満開が日本を横断致します。この辺、界隈で

は岩瀬川の淵～呑龍様～金龍寺、尾島一丁目の雷電様～尾島公園～世良田東照宮、赤城

南面の千本桜、ＮＨＫドラマ「八重の桜」の舞台となった鶴ヶ城まで桜の満開に合わせ追っかけ

を計画しています。 

又、４月は菱の実会の総会もあり会員・各位の満開の笑みも楽しみにしています。 境野利夫記   

 

訃
報 

和田 光夫 さん （ 享年７５歳 ）  太田市新田中江田町 

２月 ８日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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期 日 平成２５年４月２３日（火曜日）  

場 所 馬電 ゲストホール   （ 受付開始時間  １４：３０ ） 

内 容 

 

（１） 自由時間 (会員作品展、家電品分譲コーナー等を準備) １４：３０ ～ １５：５０ 

（２） 工場見学 （希望者） １５：２０ ～ １５：５０ 

（３） 総 会 １５：５５ ～ １６：４５ 

（４） 記念撮影  １６：５０ ～ １７：１５ 

（５） 散会 (記念撮影終了後) １７：１５ 

（５） 懇親会  １７：２０ ～ １９：１５ 

会 費  

平成２４年度会費 ：３,０００円   

当日、会場で会費を徴収させて頂きます。（つり銭のないようにお願いします） 

総会欠席者は、後日郵便振替用紙を送りますので、ご送金下さい。 

懇親会出席者 ： 男性 ３,０００円、女性 ２,０００円 

（１） 車の方は当日正門で駐車場のご案内をいたします。雨天以外は正門前グランド又は、会社前 
パチンコ店跡地の予定です。 

（２） ＪＲ高崎線で来られる方は、次の列車に合わせ、熊谷駅南口に迎えの車が待機していますので 
ご利用下さい。 東京発 １３：４４ 熊谷着 １４：２３ (たにがわ４１３号) 

（３） 東武伊勢崎線利用の方は木崎駅にタクシーを配車。伊勢崎方面１４：１０、足利太田方面１４：４５ 

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2013-４-１ 

会員各位                      群馬菱の実会 会長  二宮平太郎 

 

第２７回をむかえる本年度群馬菱の実会の総会を、下記の通り開催いたします。会員の皆様には、万障
お繰り合わせの上、ぜひご出席下さるようお願い申し上げます。 
 今年度も総会終了後には恒例のお楽しみ懇親会も予定しておりますので併せてお知らせいたします。 
 なお今回は、昨年度同様に受付開始時間を早めて１４：３０とし、総会前に自由時間を長く設け、会員作
品展や工場見学（自由選択です）、分譲コーナー、並びに会員同士の懇親を深めて頂ければ幸いです。 
是非お早めにお越し下さい。（同封の返信ハガキは、４月１１日（木）までに到着するようにご投函下さい。） 

 

３月号菱の実だよりに掲載いたしましたが、会員増加の為の入会促進運動を下記の通り企画致しま

したのでご案内いたします。「会員ひとりが１名の新会員を！」を目標に、積極的なお誘いをお願い
致します。是非菱の実会の各行事の楽しさ、愛好会の魅力を多くの方に広めようではありませんか。 

1. キャンペーン期間  ２０１３年４月１日～６月３０日 
２．資料配布       ４月上旬に配布します 
３．体験入会受付します。各愛好会の競技や活動に参加する（菱の実会のしおりより選定いただく） 
４．特典  新加入者並びに紹介者には、入会と勧誘のお礼として、記念品を差し上げます。 
５．連絡先  入会についての問い合わせは下記にてお聞きいたします。 
      ・菱の実会会長  自宅：TEL ０２７６－３７－３６４６  携帯： ０９０－９８０２－２９４８ 
      ・菱の実会事務局長  携帯：TEL ０８０－１２９３－８９８１ 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 根岸利喜蔵 0 74 2 11 

準優勝 本島シゲ乃 0 77 2 12 

３位 田部井秀夫 0 78 1 13 

４位 島   保夫 +3 82 2 9 

５位 根岸佳代子 0 82 1 14 

６位 高橋   豊 0 83 2 11 

７位 柳沢 勝利 0 86 1 10 

順位 氏 名 曲 名 HD 採点 

優勝 堀米延秋 くちなしの花 １０ ９９ 

準優勝 永沼ひろ子 不如帰 １０ ９６ 

３位 永沼 進 紬の女 ４ ９５ 

４位 根岸利喜蔵 細雪 ２ ９５ 

５位 大橋 浩 男のうそ ２ ９５ 

６位 佐藤辰利 酒暦ニューバージョン ４ ９３ 

７位 飯塚 徹 夢追い酒 ９ ９３ 

8位 境野賢治 東京キッド ４ ９２ 

9位 荒井昭三 裏町酒場 １０ ９１ 

10位 近藤正司 雨降る波止場 ５ ９０ 

11位 江川八郎 熱き心に ５ ９０ 

12位 根岸佳代子 おんなの波止場 ５ ８６ 

13位 栗原正吾 君こそわが命 １０ ８６ 

第１４回（平成２４年度）囲碁大会 白井五段が完全優勝し、六段に昇段 

順位 氏 名 勝敗 得点 

優勝 白井敬郎 五段 ４勝０負 ４００点 

準優勝 窪田秀治 三段 ４勝０負 ３８０点 

３位 大塚俊郎 １級 ３勝１負 ２９０点 

４位 根岸宣匡 ２級 ２勝２負 ２１５点 

５位 星野安正 三段 ２勝２負 ２１０点 

６位 境野利夫 １級 ２勝２負 ２００点 

 

第７０回春季グラウンドゴルフ大会 

 

 

第１２回カラオケ大会を、３月４日（月）「まねきねこ 
尾島店」で実施しました。平成２４年度の活動も 
今回が最終回、会員、幹事、その他の協力で、 
月例会８回、大会４回を開催し、参加人数：前年 
度は１８５名→今年度は１５８名で、会員の逝去 
や菱の実カラオケ会創設者である斉藤慶蔵さんが、奥様の介護で２名共リタイヤで、２７名減少となりまし
たが、大会では緊張感も感じながら、飲んだり・食べたり、唄ったり、楽しいひと時を過ごしました。今回の
採点結果は、哀愁歌謡で話好きな、堀米延秋さんが優勝しました。次回月例会は４月１日（月）です。 
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※ 採点方法は上表の通りで同点の場合は年齢順です 

 

３月１１日（月）に、１２名が参加して、ブライダルスクール
での初めての大会を開催しました。今までの赤城倶楽部
と違って、３０畳もある大きな会場で、ゆったりと楽しむこ
とができました。優勝は白井五段で、４戦全勝、４００点と
いう見事な成績で、囲碁愛好会では最高位の六段に昇
段されます。来年も３月の第２月曜日に開催されますの
で、予定おきください。また、毎月 第二月曜日の午前中
には、月例会を開催していますので、気軽に覘いてみて
ください。 

冬季グラウンドゴルフ大会が、２月１８日（月）利根グウンドゴルフ場で１４名の参加で行われました。
今回は、みょうぎコースが芝養生のため使用できないため、あかぎ・はるなコースを各 2周、32ホー
ルで行われました。結果は、長老でベテランの根岸利喜蔵さんが優勝しました。優勝しました。 
次回の春季大会は５月２７日(月)を予定していますので、皆様の参加をお待ちしています。 

第１２回 カラオケ大会 

 



     

 

 

              

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 希望の春 』      ●【 須永写真ギャラリー 】:『 芽吹きの頃 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-04.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-04.pdf 

【 会員投稿 】  

 

朔太郎記念館 

雑誌を読んで雑感        大槻伸次 

朝食後、いつもの様に新聞に目を通してから、先日購入
したボイス（Voice）という雑誌を手にした。 
雑誌をぱらぱらと捲って、最初に目にしたのが片山杜秀
氏著（慶應義塾大学准教授）の『海ゆかば』清貧の美学だ
った。副題として“西洋の響きの向こうに垣間見える「純正
日本」とあり興味を惹いた。 
内容は、明治生まれで日本作曲界の 2 大巨人『海ゆか
ば』の作曲者である信時潔（のぶとき・きよし）氏と、対する
もう 1 人の巨人『“からたちの花”や大作オペラ等』に代表
される山田耕作氏との 180 度異なった音楽観について論
じている。 
信時氏は明治20年生まれ、山田氏は前年の19年生まれ
で一歳年上だった。2 人ともクリスチャンの家庭で関西に
育ち、ともに上野の東京音楽学校に学び、お雇い外国人
に師事する。そして、ともベルリンに留学し、没年も同じと
いうように経歴が非常に似ている。 
ところが、信時氏の日本は、山田氏の『古今和歌集』や
『源氏物語』や江戸三味線音楽等々に象徴される、複雑
で繊細な情調に満ち溢れた日本と違って、『万葉集』のお
おらかで生一本な日本であり、漢詩文や謡曲のモノクロ
ームな日本であり、背筋の伸びた武士道な日本だった。
そこで、山田氏と信時氏は明治人の｢柔｣と｢剛｣の体現者
に他ならなかったというのである。その結論として『海ゆか
ば』は、日本の伝統音楽とキリスト教や西洋音楽に挟まれ
て育った明治人である信時氏の極まりで、西洋の伝統（七
音階）と日本の伝統（五音階）が共に息づく旋律線を持っ
た歌で、尚且つ非常時の精神の体現する稀代の張りを示
す曲であると云っている。  
だが残念なのは戦時期の｢第二の国歌｣とされることで、
総力戦体制化の国民生活の困苦欠乏と一体で記憶され
てしまったことは、信時氏の栄光でもあり不幸でもある。し
かし、彼の音楽的達成は、戦時の国民的緊張の経験の
回想ばかりに閉じ込められてしまってよいものではなく、
その『海ゆかば』をはじめとする作品群には、今日にも通
じる簡素や質素や清貧という観点から、新たな命が吹き
込まれねばならないと著者は結んでいる。 
私は、読んでは見たものの音楽観たる難しい理屈はわか
らないし、評する資格も教養もないが、そのこととは別とし
て、第二の国歌とまでいわれた『海ゆかば』について特別
な関心を抱いた。そこで、書籍やネットなどを参考に信時
氏や『海ゆかば』について調べてみた。 
『海ゆかば』は、『椰子の実』、『めんこい子馬』、『隣組』、
『ああ紅の血は燃ゆる』などとともに、当時の日本放送協
会の肝いりで作られた数多くの歌の一つであり、日本政
府によって国民精神強調週間のテーマ曲として日本放送
協会が信時氏に嘱託して完成された曲だという。1937 年
11 月 22 日に日本放送協会の大阪放送局で初放送され
『国民歌謡』（戦後の『ラジオ歌謡』で『夏の思い出』も其の
一つ）の一曲として広められたものである。 
出征兵士を送る歌として愛唱され、国民の戦闘意欲を高

揚させるべく制定された曲だったというが、この曲を大
いに印象付けたのは「玉砕のテーマ」として用いられた
ことだったようだ。すなわち、太平洋戦争末期における
ラジオ放送の「大本営発表」の際に、その内容が玉砕
であった場合、番組導入部のテーマ音楽として用いら
れたという。ところが、信時氏自身若い学徒までが出征
するに及んで、大いに苦しむことになったようだ。 
私自身、『海ゆかば』という曲を知ってはいたが、特別
な関心を持って聞いたことはなかった。そこで、どんな
曲想なのかユーチューブ（You Tube）で動画を探した
ら、歌手の奥田良三氏（年代物のフィルムからで画面
が雨降りしていた。数日後、不法投稿で削除されてい
た）が歌っているのが投稿されていたので早速聞い
た。その他、伊藤久男、森繁久弥氏らが歌っているのも
投稿されていたが奥田良三氏のものが最も憂いがあっ
た。 
♪海ゆかば水漬く屍 山ゆかば草むす屍…確かその
曲想から感じられるのは荘厳であり日本的、あえて言う
なら鎮魂歌風だと思った。何回か聞いたが、複雑な余
韻が残ったのは確かである。歌詞は、奈良時代の政治
家であり万葉歌人の大判家持（おおとものやかもち）の
古歌から引用したものであるという。 
さきの大戦において、何百万という若者は、聖戦という
国の最高指導者の言葉を信じ、『海ゆかば』で精神を
高揚させられ戦場に赴き、お国の為と青春を棒に振っ
て一度きりの命を捧げたのである。ところが大本営発表
は国民を欺き、果ては戦いに敗れ、国民を悲惨な状態
に導き投げ捨てたのである。そこで言いたい、過去も現
在も一国の最高指導者たるものは国の進路を誤らず、
国民を不幸にするようなことの無いよう、叡智と信念を
持って政治を行い、最大限の努力をなすべきである。 
最近の日本社会は、ちょっと前までは考えられないよう
な事件が多発している。そこで、日本人（日本社会）全
体が劣化している云々の話題が、新聞や雑誌などで取
り上げられているが、現状は目を覆うばかりである。 
日本は敗戦から 60 有余年、米国の庇護の下（米国の
日本精神劣化政策が成功）？曲がりなりにも平和が持
続され、そこそこ豊かな社会が実現したが、皆がぬるま
湯に浸かっている間に茹で蛙となり、政治は停滞し、官
僚は跋扈しやりたい放題である。しかし、如何なる事が
あろうと、日本の国政を担う、政治家や官僚までもが劣
化（腐敗）してもらっては困る。 
2012年はギリシャを震源とするヨーロッパ通貨ユーロの
激震を受け、世界同時不況に直面し、そのしわ寄せと
して、経済弱者と呼ばれる人達を直撃している。また、
政治に於いては巨大な財政赤字、円高、震災復興、医
療、年金、教育、領土など問題山積である。そこで、今
こそ与野党が対立している暇など無い筈であり、官民
一体となって俊足（時間的余裕はない）にこれらの難題
に取り組み、世界の範となる日本の再建に取り組むべ
きときだろう。「下手な心配休むに似たり」かも知れない
が、再び信時氏を苦しめたいつか来た道に逆戻りしな
い為にでもある。 
 



No．２４０ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

４月の囲碁愛好会 
４月８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

４月の麻雀愛好会 
４月１１（木）､２４日（水） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 4/9 日、22 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

４月の将棋愛好会  
４月２２日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

４月の 
グラウンドゴルフ例会 

４月２２日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（火） 

上武ゴルフ場 
（会費２０００円） 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

５月のカラオケ 

（第１３回大会） 
５月７日（火） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 5 月 5 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

５月のパソコンサークル 
５月７日（火） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

５月の幹事会 ５月７日（火）１５：００ 労組会議室 
 

４月の編集委員会 ４月１５日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：5 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 5 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
5 月 7 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 

  

 3 月中旬,中禅寺湖の南岸にある『社山』を登ってきた、ポカポカ陽気の中を汗をかきながら見
晴らしの良い雪稜で休憩、ふと対峙する男体山に目をやると山頂に黒い雲がかかり吹く風も冷
たくなって来た、急いで山頂を踏み下山にかかると雪が降り始め、30 分もすると猛吹雪となり視
界も利かず気温も急激に低下した、いわゆる寒冷前線の通過、突風を伴う春の嵐である。 
湖岸に降り立つ頃は雪も止み、男体山も見え 3時間程で前線が通過した、この時期油断すると
大事に至る、今は予報も正確で前線の通過も時間まで判る、又気圧計も時計に組み込まれて
いるので気圧の変化も居ながらにして判る、文明の力を利用して安全登山に心掛けたい。
                       （生田 記） 

 

＜頭の体操 ・・・ 中学校の数学問題  方程式をたてて答えなさい＞ 

折り紙を配る。３枚ずつ配ると２０枚あまり、４枚ずつ配ると５枚足りなくなる。子供の人数と折り紙
の枚数を求めなさい。 
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役員名 氏 名 役割分担、担当 

会   長 二宮平太郎 菱の実会統括、菱の実会だより編集・発行責任者 

副 会 長 
上村 統久 だより編集担当、 群馬菱の実会名簿管理担当 

高柳 静雄 (兼)事務局長  事務統括、 だより編集委員、親睦旅行リーダー 

会   計 ・生田 三郎 （だより編集委員、親睦旅行担当） ・境野 利夫（だより編集委員、親睦旅行担当） 

事務局幹事 
・中庭   徹 （慶弔関係担当）   ・井上 佳久 （ボランティア、親睦旅行担当） 

・橋本 功衛 (名簿管理・だより編集委員) 

幹   事 

 

 

 

 

・竹沢  宏 （ゴルフ会リーダー）  ・関根 詔三 （ゴルフ会担当）  ・川口 博 （ゴルフ会担当） 
・島  保夫 （グラウンドゴルフリーダー）   ・平賀  一 （グラウンドゴルフ担当） 
・大橋   浩 （カラオケ会リーダー、親睦旅行担当）   
・窪田 秀治 （囲碁会リーダー） ・大塚 俊郎 （囲碁会担当）  ・荒井 昭三 （麻雀会リーダー） 
・小林 昌樹 （麻雀会担当）    ・栗原 正吾 （将棋会リーダー）     
・細野 孝雄（パソコンサークル担当） ・篠崎 辰夫（だより・ＨＰ編集作成、パソコンサークルリーダー）  

会計監査 ・窪田 秀治  ・高橋 勝美   

顧   問 境野 賢治  

群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2013-５-１ 

【 平成２５年度群馬菱の実会 役員 】 総会でご承認頂いた今年度役員をご紹介します 

 

 「おひさしぶり」 「“やあ”お元気そうで・・・」 と言った会話が飛び交い、一年ぶりの再会を懐かし

む雰囲気のなか、平成２５年度の「群馬菱の実会」総会が馬電ゲストホールで開催されました。  

受付開始予定時間の１４時前から多くの方がお見えになり、其々近況等の情報交換を行ったり、

食堂で行われた会員の作品展示会場（絵画・写真・墨絵・書道）へ足を運んでおりました。総会開始

前に行われた工場見学会では、日々変わりゆく生産現場の最前線を見学させていただき感激。 

総会は、会員１６１名が参加の下、会長挨拶に続き、ご来賓（荻原労組委員長、内田所長）からの

挨拶をいただきスタート。ご来賓の挨拶からは、馬電の頑張っている様子を窺い知ることができ、菱

の実会員として心強く感じた次第です。挨拶の後、議事も滞りなく終了し、最後に全員で「青い山

脈」を合唱し大〆。その後、全員の記念撮影をロータリー前で行い、懇親会場へ移動（懇親会には

６５名参加）。 懇親会は、昨年までのカラオケをメインとする内容から、会話（情報交換等）を中心に

した内容に趣を変え、組合・会社幹部の方を交え懇親を図ることができました。 

会員が年々高齢化するなか、次年度以降もより多くの方に参加いただけるよう、皆様からのご意

見等を伺い、魅力ある総会にして行きたいと思います。     
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【 会員投稿 】  

 

新老人の生涯モデル指針の策定を     鳥取市  高橋 正晨 
 

いわゆる新老人と言われる最近の老人には、寿命が格段

に延びたための色々な対応が必要であります。にも拘ら

ず、大多数の新老人にはそれができていないという現実

が山積されているようです。 従って、今こそ新老人の生

涯モデル指針を策定し、的確な対応をさせることが極め

て大切であると思われます。 

 現在、鳥取県後期高齢者医療広域連合の鳥取県後期

高齢者医療懇話会の委員ですが、平成２３年度鳥取県

後期高齢者医療「保険料と一部負担割合の分析」が纏

まりました。その結果は貧乏県を象徴するように保険料

や医療負担（窓口負担割合）が少ない人の割合が極端

に多く、後期医療制度の運用が本質的に困難であるこ

とが分かりました、 
 民主党が後期医療制度の改革を提案していたので
すが、「社会保障と税の一体改革に関する民主、自民・
公明との３党合意」によって実質的に反故にされてしま
いました。 

【 新入会員紹介 】 

 

小川 幸治さん（平成２5年３月入会）  太田市粕川町 

 

１） １９６７年４月入社、特電工作課 温水器係（第４工場）に配属  
①小型温水器の製造技術 ②静電にて電子レンジの実習～移管受け 

２） １９７４年１２月：設計（応用商品製造部・応用品技術第一課）に移籍 
   ①電子レンジの設計  ②輸出レンジ 1号機（ET601）開発 
３） １９７６年３月：技術部・電技三 G～技術一課～電化機器市場部・第一課

にて輸出レンジ担当 
４） １９８１年１２月：電化機器市場部ホームエレクトロニクス課 

①ゴルフ練習機の開発、寒風の中での試打測定、G ﾄｰﾅﾒﾝﾄ会場での
デモ、新技術開発財団「市村賞」授与等思い出深い（下名ゴルフを始め
る） 

５） １９８３年４月：技術第二部～開発部（以降、VA センターを約１０年間兼
務）①MSXホームコンピュータ②テレコムステーション 

６） １９８９年４月：情報機器製造部情報機器開発一Ｇ（電話機事業開始） 
①台湾 SINOCA社よりOEM ②コードレス留守電の開発 

７） １９９５年４月：情工課へ移籍（後、菱馬テクニカ基板製造部となる） 
①PHS の立上げ ②店舗別小ユニット（家計簿システム）導入、③移通
統＆名電基板受託 ④RAC＆FH 基板のバーター生産、⑤アメ製、給
湯機基板の全面内作化推進 

８） ２００３年４月：三菱電機ロジスティクス（株）に転籍、同群馬事業所２０１２
年３月迄勤務（６２才） 

退職後の活動：悠々自適、健康維持 。 
 

出身：秋田県湯沢市 

横手工業高校機械科卒 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 益子 喜雄 77 69.8 

準優勝 田畑  浩 86 70.4 

３位 小池 利雄 91 70.6 

４位 岡部  勇 84 70.8 

５位 高柳 静雄 90 70.8 

６位 後藤 完二 84 72.0 

７位 飯塚 倉二 94 72.4 

 
４月９日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第６０回記念菱の実会ゴルフ大会を実施しました。今回は満開の桜を
見ながら楽しくプレーをする予定で計画しましたが、３月に異常な暖かさが続き３月中に満開になってしまい、
当日は葉桜になってしまいましたが３７名の参加で楽しいゴルフを行うことが出来ました。今回は記念大会と
いうことで、久しぶりでプレー終了後にレストランでパーテーを実施し楽しい時間を過ごしました。 
結果は特権をいかして益子喜雄さんが優勝しました。また今回第１回から第５９回までの成績を集計しました
が、最多優勝は７回の坂田修さんでした。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 

次回の大会は、６月１１日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場） 
 

 

第６０回記念 ゴルフ愛好会コンペ 



     

 

 

              

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 城砦 』        ●【 須永写真ギャラリー 】:『 芋植え桜  』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-05.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-05.pdf 

朔太郎記念館 

寝たきりで意識のない人の「胃ろう」は患者の負担や倫理

的にも検討する必要があるように思われます。日本の場

合は、医療機関が一度延命処置を行えば、その後、医療

機関も家族も勇気を持って中止することができずに何年

もそのままになるケースが多いようです。                                                       

3月 24（金）～25日（日）の３日間、三枝成彰さんや林真

理子さんなど全国的に著名な文化人約 150人が鳥取に

集結して､質の高いシンポジウムや音楽会、各種講座で

構成する「エンジン 01文化戦略会議オープンカレッジ in 

鳥取」が鳥銀文化会館他で開催されました。この際、先

端医療に携わる医師が討論された高齢者医療問題の講

座で、「新老人の老人学の確立」を提案させていただきま

した。 

 また鳥取県後期高齢者医療広域連合が９月４日に倉吉

市倉吉未来中心ホールで開催された「平成 24 年度鳥取

県高齢者健康づくり推進大会」での順天堂大学大学院医

学研究科加齢制御医学講座 白澤卓二教授の「いつま

でも若々しく生きるために」を聴講させていただき次のこと

を教えていただきました。 

 ギネスに載っているフランスのジャンヌ・カルマンさん

（女性）は 122 歳まで生き、生前長生きの秘訣はとの質問

に「病気にならないこと」と答え、予防医学の大切さ、早く

からアンチエイジングをしていたことが分かっています。 

 日本人は 100歳以上が現在 48,000人（平成 24年９月

14日、敬老の日を前にした厚生労働省の調査によれば、

51,376 人に増加している）いますが、80％が寝たきりで、

バリバリは 20％しかいないそうです。何をやったらこの

20％に入れるか、介護予防に大切なことは、①自分の足

で歩けること ②頭がボケないことです。アメリカ人の

33％、日本人の 35％はアルツハイマーになっており、薬

では治らないので、介護費用は減らない。 

 低栄養予防のポイントは､①食事は１日３回摂り欠食は

絶対に避ける ②肉：魚＝１：１ ③食欲がないときは、お

かずを先に食べることです。 

 アンチエイジングの実践は、①食事はカロリー70％に制

限 ②運動 ③生きがい であり、糖尿病は食べすぎでな

ります。 

 食べ過ぎないためには、①30 回良くかむ ②野菜や海

藻を食べる ③3食規則正しく食べる ④1人分ずつに分

ける。野菜を先に食べる。朝食は抜かない。食べ放題、

飲み放題はしないで、定食がよく、焼魚定食でサラダを

追加注文するとよい。 

 野菜や果物には抗酸化作用のある植物性フェトケミカ

ルがあり、例えばブロッコリーには 200 種類、サラダには

500～900 種類のフェトケミカルがある。ブドウのレスベラト

ロール（赤ワインに含まれ皮にある）は長寿遺伝子を活性

化させる。長寿遺伝子は体のサビ付きを減らすようにコン

トロールしてくれる。 

 複数の野菜のジュース（ミキサーに依るものは繊維

があるので良いが、ジューサーに依るものはいけな

い）を週３回以上飲んでいる人は 76％、週 1～2 回で

は 16％アルツハイマーが少なくなる。 50 歳以上から

飲むとよい。 

 纏めとして提案したいことを下記します。新老人は昔

の老人と違って、20～30 年も長生きするようになって

きた。これによって、医者に言わせると、様々な症状

や病気が発生し、これに対する色々な対処が必要と

なってきている。後期高齢者と言われるようになったの

もこの結果である。後期高齢者が発病すれば総じて

病気は完治せず死に至るまで莫大な治療費がかかる

ことになる。後期高齢者の医療処置と介護問題、救急

処置と延命処置問題、脳死判定と臓器提供問題など

について、医療側の医師会、学識経験者、後期高齢

者を含む保険者などで現状分析、医療改善方策、社

会道徳、倫理問題などを含む検討を行い、新老人に

至るあるべき生涯モデルを策定し、新生児から後期高

齢者の最後に至るまでの指針を示していくべきである

と思います。 

 これによって、健康維持の増進を図り、各種国民皆

保険の無駄を省き、介護保険の無駄も省くことができ

ると思うからです。 

 新老人の老入学が各方面の検討で確立されれば、

生産的で効率的な生涯設計を各人が立てることがで

き、有意義で経済的に無駄の少ない人生を送ることが

できるものと確信いたします。 

 今こそ、社会全体でこの取り組みを推進してもらいた

いと思います。死ぬ時にどんな状況になろうとも、自

分の人生は医療的にはベストに近い対応ができたと

思える社会保障制度であって欲しいと思うからです。

同時に自分は人生を通じて一生健康維持の努力をし

尽くしたと言う思いの中で死を迎えて欲しいものであ

ると思うからです。 

 現在の 100 歳以上の 80％が寝たきりであることを直

視し、とるべき医療対策と改善努力目標を設定し、国

民すべてが健康維持に正しく挑戦できる社会の構築

が必要ではないでしょうか。 

 『アミエルの日記』の中で、「人生は、だんだんに諦

めて行くこと、絶えず我々の抱負、我々の希望、我々

の所有、我々の力、我々の自由を減らして行くことの

修業である」と言っております。 

 キケロは『老年について』の中では、「平穏にして温

和な老年は、静かに、清く、優雅に送られた生涯の賜

物である」と言っております。 

 『レオナルド・ダビンチの手記』の中では 「あたかも

よく過ごした一日が安らかな眠りを与えるように、よく用

いられた一生は 安らかな死を与える」 と言っており

ます。 

 

 

 

 

 



No．２４１ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

５月の囲碁愛好会 
５月１３日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

５月の麻雀愛好会 
５月９（木）､２３日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 5/7 日、21 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

５月の将棋愛好会  
５月２７日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

第７１回 春季 
グラウンドゴルフ大会 

５月２７日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:５００円) 

申込み: 5 月 19 日(日) 
島  保夫 (52-0889) 
（雨天中止） 

第 61 回ゴルフ愛好会 ６月１１日（火）予定 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

６月のカラオケ月例会 ６月３日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 1 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

６月のパソコンサークル 
６月３日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

６月の幹事会 ６月３日（月） １５：００ 労組会議室 
 

５月の編集委員会 ５月２０日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：6 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 6 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
6 月 9 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

最近本紙について、内容充実化の評価を頂く一方で、文字が小さくなって見づらくなったという

声も聞かれます。たしかにこのところ本紙に掲載する情報量が増えており、限られた紙面に収め

るために文字を小さくするなど編集に大変苦労しております。ただこれは、皆さんの積極的な投

稿と会の活動活発化のあらわれでもあり、会としてはむしろ好ましいことかもしれません。 

いずれにしてもできるだけ文字を大きく、絵や写真を増やして見やすく読みやすい紙面づくりに

努めていきたいと思いますので、原稿の簡潔化やビジュアル化など皆さんのご協力をよろしくお

願い致します。なお、NET からですと、文字を大きくしてカラーで綺麗にご覧頂けます。 

ぜひ本紙を「菱の実会ホームページ」からご覧頂くことをお勧め致します。     （ 篠崎 記 ） 

  

訃
報 

高橋 高房さん （ 享年８８歳 ）  太田市亀岡町 

３月３１日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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社内報「菱風４月号」（内田所長の従業員向けご挨拶） 

から抜粋してご紹介いたします。 

 
 Ｖ字回復を合言葉に馬電全員で踏ん張った２０１２年度も終了し、新たに２０１３年度を迎えるこ

とになりました。 

 ２０１２年度は給湯機事業として非常に厳しい逆境のなかで、馬電としては何としても黒字回復

を目指して、従業員の皆さんには大変なご努力をしていただきました。その結果、HP給湯機の

全需不振の中でマーケットシェアは上げることが出来たものの、価格競争はますます激化して

おり、残念ながら２０１２年度は大変厳しい結果に終わりました。このことに対してまずはお詫び

を申し上げるとともに、今年度以降馬電として再成長を果たすことを改めて皆さんと確認し合

いたいと思います。 

≪中略≫ 

さて、２０１１年度から２年間に亘って活動してきた「Jump Up馬電」のキャンペーンは昨年度

で終了し、今年度から新たに 2年間に亘り「V-DASH馬電」～馬電再成長に向けて総力を結集し

よう～というキャンペーンを開始します。これは中期戦略計画であるＶ１５（２０１５年度の中期目

標達成）をターゲットとして２０１３年度以降の 2年間、馬電の総力を結集して目標達成のために

突き進み、勝利を奪取しようという思いを込めたものです。 

≪中略≫ 

最後に今回実施する職制改正について説明します。馬電の事業継続、再成長のためには新市

場開拓、新事業創出による売上規模拡大が必要不可欠です。そのために各部門の機能別での役

割、責任体制を明確化して、各部門で果たすべき機能を最大化していくことが今回の職制改正

の趣旨です。 

具体的には新事業創出に重点特化していくために、所長室直下にあった「事業戦略プロジェ

クトグループ」を陣容強化し、組織名称を「新事業開発グループ」と改称して給湯機製造部に

編入します。精力的な取り組みにより馬電の次世代の柱となる新事業の創出を期待します。 

合わせてメーカーとしてのものづくり力強化、高度化を狙って製造管理部に工作課を移管し

ます。工作課と製造企画課、工機課との連携を更に密にして、ものづくり力の更なる強化を期

待します。 

馬電は 1製造部、1BU（ビジネスユニット）の小さな製作所です。現在も組織の壁があるとは

思いませんが、組織の壁を乗り越え、「オール馬電」の総力を挙げてこの難局に立ち向かってい

きましょう。来るべき２０１５年度に向けて、馬電再生元年である２０１３年度スタートの本日から

馬電再成長を合言葉に一丸となって突き進み、勝利を奪取しましょう！ 
 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/


 

 

 

  

 
 

今回の会員「がんばってます」のコーナーは、 

野球審判歴３３年の 小此木 光二さん をご紹介いたします。 

 

 

 

- まず、審判を始められた経緯をお聞かせ下さい。     

昭和４５年に、旧新田町の体育協会にて、体育指導員兼野球部長を担当していた頃、

町内対抗野球大会で、ルール無視・罵声・ヤジ・大乱闘等何度も試合を中断する、マ

ナーの悪い試合が行われました。これを見逃すことが出来ず、１０数名にて審判部を設

立。初代審判部長としてルールを基本とした、楽しい野球が出来るよう、グランド上の環

境作りをしたいという思いから始めたのが経緯です。（昭和５５年に公式審判の資格を

取得以来３３年間）   

- 現在審判をされている試合はどんな方の試合ですか。     

群馬県内の審判員は、組織が一本化に統一されていて、少年学童・中体連・高野連・

社会人等全てを担当しております。     

- 年間、何試合の審判をこなしていますか -  

期間は３月～１１月までで年間８０～１００試合になります。（昭和 55年～平成 24年まで

の公式戦実績は 2,862 試合です） 

- 審判の楽しさ、やり甲斐はどんなことでしょうか。     

朝家を出る時から始まりますね。服装・スパイク・用具のﾁｪｯｸ、それから試合会場へは、

試合開始１時間前に到着。今日はどんなゲームが展開されるのか、想像しながら担当

審判との試合前のミーティングに入る。この時の緊張感は、何とも云えない楽しいもので

すね。試合が始まり、色々な判定が繰り広げられ、緊張感を持続しながら試合は終了

する。その後担当審判とのミーティングを終了して、はじめてホット一息つくことができま

す。ミーティングでは反省点を出し合い、次の試合に活かせるよう努力を重ねておりま

す。それからやり甲斐については、野球を通じ顔見知りになった多くの方と、挨拶を交

わすことが出来ることや、友達が沢山増え、多くの仲間に支えられながら審判が出来る

ことは、本当に幸せ者ですね。       

- 逆に辛いことはどんなことでしょうか。       

野球も礼に始まり礼に終わるゲームですが、審判にとって一番つらいことは、少年学童

の緊迫した試合で、エラーや四死球が重なり試合終了となるケースですね。こんな時、

勝者は飛び上がって喜びますが、敗者は涙を浮かべて泣き崩れる姿を見た時、審判に

は辛い思いが過ぎりますね。        

- 過去に審判を務められた試合で、特に思い出に残る試合を一つ挙げて下さい – 

今迄に担当した公式戦２，８６２試合の中には、色々の思い出がありますが、私の一生

の思い出とする試合は、平成元年４月２２日に行われた、第４１回春季関東地区高校野

球大会７日目の、前橋高校対伊勢崎商業高校との試合で主審を務めた時のことです。

伊勢崎商業高校の今井隆徳選手が、１０３球で１４三振を奪う力投を見せ、完全試合を

達成したのです。あの時のことは、今でも昨日のことのように思い出されますね。「あと一

人」と言う掛け声、「大記録が出るぞ」との掛け声が入り交じるなか、最後 27人目の打者

は投手ゴロに打ち取られゲームとなりました。高校野球の完全試合は、昭和５３年の第

５０回選抜高校野球大会（甲子園）にて、前橋高校の松本稔投手が、滋賀県の比叡山

高校戦で全国初の完全試合を達成していますが、その時の今井投手は、群馬県内で

の公式試合で、初の完全試合を達成した選手だったのです。 

小此木さんと言えば「野球の審判」、野球の審判と言えば「小此木さん」と、何の抵抗もなくイメージできる、カリスマ審判に質問形式で

近況等審判談を語っていただきました。 

- 凄い試合の審判を経験していたのですね。   

よく野球は審判のボール１つの判定で、試合の流れが変わることもあると言

われますが、特にこのような緊迫した試合では、気持ちを強く持つことが要

求されますね。 

- 最後になりますが、今後審判に寄せる思いをお聞かせ下さい。 

審判員は礼儀を重んじ、しかも公平にて厳格でなければならない。そうすれ

ば全ての人から尊敬される。また、規則を良く知ることが審判にとって最も

大切な掟である。    

「あらゆるプレーについて、最も良い位置をとれ」と、このことを常に頭に置

いて良き審判を目指しています。これからも、グランド上だけでなく、グランド

を離れても法規則・社会規則を守り、良き社会人・良き指導者として、普段

から行動して行かねばならないと思っています。    

- お忙しい中、貴重なお話を有難うございました。これからも、審判そして

後進の指導に益々ご活躍されることを心よりお祈り申し上げます。  

       

伊勢崎商業高校が前橋高校を相手に、完全試合を
行った時のスコア（当日記録したものをｺﾋﾟｰ） 

「翌日の新聞で大きく報道された試合結果」 

審判：小此木 

 



No．２４２（４） 

◇  

行 事 日時 場所 申込み、他 

６月の囲碁愛好会 
６月１０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月１３（木）､２７日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 6/11 日、25 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の将棋愛好会 

（第２回大会）  
６月２４日（月） 
９：３０～ 

ブライダルスクール
会費 1０００円（食事付 

ご自由にご参加ください 

６月 
グラウンドゴルフ例会 

６月２４日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６２回ゴルフ愛好会 ８月予定 （大間々） 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 29 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

７月のパソコンサークル 
７月１日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 ７月１日（月） １５：００ 労組会議室 
 

６月の編集委員会 ６月１７日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：7 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 7 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
7 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

定年を機に始めたことの一つに、水泳がある。小中学生の頃、プールの無い環境に育ち、一

生泳ぐこととの縁はないと思っていたが、「泳いでみたい」というちっぽけな憧れが捨てきれず、

一念発起してみた。しかし、年齢を重ねてイチからの水泳は、とても苦痛な挑戦でもあった。 

あれから早６年、未だに１００ｍの連続泳ぎがやっとこ。そして今でもその苦痛から解放されるこ

とはない。しかし、週平均２回ペースでプールに足を向かわせてくれるものは、次の目標（500ｍ

の連続泳ぎ）と、プールで知り合った友との交流があるからかも知れない。 

あまり背伸びをせず、運動不足を補う一策としても、苦痛な挑戦を続けて行きたい。 高柳 記 
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三菱掃除機第一号が産声を上げたのは、１９３３年のこと。以来、みなさま
の変わらぬご愛顧により、８０周年を迎えることができました。開発を代表

し、あらためて心よりの感謝を申し上げます。 
三菱掃除機は開発当初から、日本の住宅事情にふさわしい「キレイ」をめ

ざしてまいりました。高度成長期と歩みをともにした初代「風神」は、まさに
その象徴といえるでしょう。その後も時代やライフスタイルの変遷とともに様

変わりする「キレイ」の概念に応じて、三菱電機はさまざまなニーズに即し
た掃除機を開発してまいりました。 

 

三菱掃除機 誕生 ８０ 周年 

家事の中でももっとも億劫な掃除を、より楽しく、ラクにサポートするために、掃除機にできることはなに
か──。数え切れないアイディアと技術の試行錯誤を繰り返していくなかで、私たちがたどり着いたの

は「キレイ」への原点回帰でした。頼もしい吸引力により床をキレイにすることはもちろん、空気を汚さ
ないために排気もキレイに、さらに掃除機自体もキレイで清潔にキープしていく。それを体現するの

が、このたび 80周年を記念して発売する「風神コンパクト」です。 

ニッポンのキレイをめざし、最先端の技術を駆使して歩み続けた三菱掃除機８０年の歴史。その軌跡

を振り返るとともに、これからの三菱掃除機にもご期待いただけますと幸いです。 

＜この記事は、三菱電機Webサイトより引用させて頂きました＞ 

 

床ブラシとモーターが一体化した 
シンプルな三菱掃除機第一号 

業界トップクラスの吸引力の持続ときれいな

排気を実現した、サイクロン式掃除機 

              「風神ＴＣ―ＺＸＣシリーズ」 

８０周年記念モデル 

「三菱掃除機８０周年スペシャルサイト」で、過去の主な製品とそれにまつわるエピソードを紹介しています。   
http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/cleaner/anniversary/history.html 

 

 

 祝祝
長長
寿寿  

 
 田部井米司 様 太田市尾島町 ７７歳（1936/07/16） 

 

 関口  赳  様 太田市細谷町 ７７歳（1936/06/23） 

 

 澤村 政雄  様 伊勢崎市境新栄 ７７歳（1936/06/04） 

 

 

「喜寿」のお祝い 

 
 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/cleaner/anniversary/history.html
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 田部井秀夫 +1 80 1 15 

準優勝 柳沢勝利 0 81 1 14 

３位 本島シゲ乃 +2 82 2 7 

４位 久保田 舜 0 84 2 8 

５位 長嶺  元 0 85 1 11 

６位 長嶺美恵子 0 86 0 13 

７位 高橋 勝美 0 88 1 7 

【 新入会員紹介 】 

 

大隅 修一さん（平成２５年４月入会）  太田市富沢町 

＜職歴＞ 

・１９７１年(昭和４６年)三菱電機(株)群馬製作所へ入社。入社研修後、
第６工場配属。ｵﾌｺﾝＭ83/86 組立・磁気 DISK 装置調整などに従
事。その後、ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ向け POS ｼｽﾃﾑの組立・調整、1976 年に
POS ｼｽﾃﾑの市場ｻｰﾋﾞｽを担うべく、東京－名古屋－鎌倉で勤務。 

・１９８１年馬電帰任、HA、BL、LU、等の開発試験・品証業務担当  
・１９９６年から３ヵ年の MATEC 出向を経て、製造管理業務(TPM、

ISO14001)を歴任。 
・２００６年から総務業務に替り、今年３月の定年となりました。 
＜今後について＞ 
これまでの会社生活で時間を割けなかった趣味(カメラ・アマチュア
無線・ドライブ)と共に、園芸や地域活動を行って参ります。 

 

第７１回春季グラウンドゴルフ大会 

平成２５年度最初の春季グラウンドゴルフ大会が、５月２７日（月）利根グラウンドゴルフ場で１８人の参加

で開催されました。結果はベテランで安定したプレーをしている田部井秀夫さんが優勝しました。 

なお、８月２７日（火）～２８日（水）にグラウンドゴルフ愛好会と各愛好会の親睦旅行（会費１１，０００円）を

計画しましたので、皆様の参加をお待ちしています。 

順位 氏 名 曲 名 HD 採点 

優勝 飯塚 徹 祝い船 １５ １０１ 

準優勝 江川八郎 ロザリオの島 ４ ９５ 

３位 大橋 浩 無言坂 ２ ９４ 

４位 佐藤辰利 ふりむかないで ４ ９４ 

５位 根岸佳代子 おんなの山河 ４ ９４ 

６位 長谷川正男 おんなの山河 １０ ９２ 

７位 永沼ひろ子 悲しい酒 ５ ９２ 

 
 第１３回カラオケ大会を、５月７日（火）「カラオケ本舗まねきねこ・尾島店」で実施しました。  今回は、
春本番の季節であり、行楽ででかけたり、風邪をひいたりで参加者がちょっと少な目で、１１名の参加とな
りました。新入会員が１名増えました。歓迎します。若手のホープで同期三山会の長谷川正男さんです。
早く会になじんで楽しみましょう。今回の採点結果は、入会後丸 1年の飯塚 徹さんが優勝しました。お
めでとうございました。次回の月例会は、６月３日（月）（カラオケ本舗・まねきねこ：尾島店」で開催予定で
す。年度も替わり新規一転、来場してみれば皆、元会社のＯＢと奥様方です。あなたも是非新規入会を。    
           

 

第１２回 カラオケ大会 
 

 

 



 

No．２４３（３）  

「新聞のコラム」書き写しのすすめ         篠崎 辰夫 

朝日新聞の名物コラム「天声人語」を書き写すた

めの専用ノートが人気を集めている。２０１１年４月か

ら全国の朝日新聞販売所限定で販売されたが、顧

客からの問い合わせの多さから大手書店や大手文

具店など急速に販路が拡大し、発売２年余りで累計

１８０万冊に達したという。購入層は小学生～大学生、

母親世代、シニア層と幅広く、シニア層は老化防止

や日課のひとつとして実践されているようである。 

「天声人語書き写しノート」は A4判で 1冊２１０円。

見開きの右上にコラムの切り抜きを貼り付け、下段の

原稿用紙マス目に、６０３字の記事を一言一句逃さず

に書き写す。また、左上には記事の感想やコラムの

タイトルを考えて書くなど、メモできる欄もあり、Ａ４版

１冊で１カ月分を書き込めるようになっている。ノートの説明には、「毎日続けると、世の中のいろいろ

なできごとがわかる。知っている言葉がどんどん増えて、文章の構成力やリズムも身につく」と書き写

しの効果が書かれている。ただ読むよりも内容が頭に入ってくるのは確かだ。 

生来の物好きの血が騒ぎ、この専用ノートを買って書き写しを始めた。昨年４月のこと。最初は「書

き写し」というこの不毛な作業がいつまで続くかと思っていたが、なんと１年以上も続いている。説明に

ある効果のひとつ「文章力の向上」は、今のところそれらしい体感はないが、「ペンを走らせる手書き

の気持ちよさ」を味わえたというだけで、それはもう尊い体験。パソコンで書く(打つ)のとは大違い。即

時的な効果は見えないまでも、書くのが速くなったような気がする。素晴らしい挑戦だったように思う。 

こうして書き終わったノートは１４冊になった。よく続いていると思う。時間にして１日２０～３０分。今

ではすっかり日課のひとつに定着した。それにしても、最後の１字までマス目に埋める「ゲーム感覚」

や「脳トレ」的な楽しさ、達成感が、ただ「文字を書く」というだけの行為から導かれるのは、なんとも不

思議だ。老化防止に「最高のクスリ」かもしれない。ぜひ皆さんにもお勧めしたいと思う。 
 

新聞各紙は、朝刊の１面下段にコラムを設けている。朝日新聞だったら「天声人語」、読売新聞だ

ったら「編集手帳」、毎日新聞だったら「余録」。これらコラムは、字数に限りがある。そのため、段落

を改める代わりに、黒い記号を使って「ここが段落の分かれ目ですよ」と区切っている。 

天声人語は、五つの「▼」で区切られた六つの段落から成る。最初の段落は、読者をグッと引きつ

ける「つかみ」で、筆者が苦労する最初の関門。この段落の出来栄えがコラム全体の印象に影響

する。第２～５段落では、その日のテーマの説明や、それにまつわる議論の紹介などが中心。 

最後の第６段落は、コラムの結論。「読後感」を左右するため、極めて重要。ニュース面に載ってい

る解説記事の結論と同じでは面白みがない。どうやってコラムらしい余韻を残しながら締めくくるか。

筆者はパソコンを前に悩み、言葉を絞り出す。決まった文字数で、毎日書かれているコラムは、

時々の時事的な話題を入れながらも、それだけではない、含蓄がある。短く分かりやすく、それで

いて、訴えかける文章というのはなかなか難しいもの。    《朝日新聞天声人語ｗｅｂサイトより》                                                   
 
今、このような「脳トレ」「老化防止」といったものがいろいろあるが、何でもいいから 「継続してやる」

ことが一番の脳トレ、老化防止だと思う。そして、「継続」には、工夫や環境づくりが欠かせない。 

ちなみに、このノートの取扱店が近くにない場合は、新聞販売店に注文すると届けてくれる。私の場

合は、毎月の集金の時に一冊ずつ届けてもらっている。だから継続しているのかも知れない。 

 

              

【 会員投稿 】 

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 粕川源流 』       ●【 須永写真ギャラリー 】:『 黎明  』 

 
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-07.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-07.pdf 



No．２４３ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

７月の囲碁愛好会 
７月８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

７月の麻雀愛好会 
７月１１（木）､２６日（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 7/9 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

７月の将棋愛好会  
７月２２日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

ＧＧ愛好会と各愛好会 
親睦旅行 

８月２７日（火） 
２８日（水）一泊二日 

ｺﾆﾌｧｰいわびつ 
(会費:１１０００円) 

申込み: ８月５日(月) 
島  保夫 (52-0889) 
（雨天中止） 

第 6２回ゴルフ愛好会 ７月３１日（水）予定 大間々カントリー 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

８月のカラオケ大会 

（第１４回大会） 
８月５日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： ８月３日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

８月のパソコンサークル 
８月５日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

８月の幹事会 ８月５日（月） １５：００ 労組会議室 
 

７月の編集委員会 ７月２２日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：8 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 8 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
8 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 

 菱の実会の年に一度の総会も開催前の準備の割には僅か半日という時間で終り、もう既に２ケ
月余りが経過した。少しは落ち着いた時間があると思いきや、そろそろ秋の旅行の企画に、準備
にと以外に気持ちだけは休めないものである。そんな中でフﾂ―と思ったのは定年後もう何年経
ったかナー・・・と気になった。数えてみたら本年は早や１０年目の節目に当たる年になった。が、
自分としてはまだ実感がわかない。身体は多分予定通りの年月を経過しているものと思いますが
気持ちの上ではその半分か。その理由はどうも総会や旅行、研修会、愛好会、月 2 回の幹事会
や編集委員会等々会員の皆様と顔を合わせる機会が多いからではないかと推測しています。夾
竹桃の紅白の花が咲き誇る真夏の暑いプールで甲羅干しをしながら、思い切り泳いだ頃が恋し
い。何故だろう。                                     （ 二宮 記 ） 

                  

  ７月２７日（土） 午後５時～１０時 屋台運行・隠居様神輿 

                       ７月２８日（日） 午後１時～５時  当住様神輿渡御 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-８-１ 

 

秋の親睦旅行の予告と参加のお願い ・・・ 今年は 千葉「南房総 鴨川温泉」 

菱の実会「秋の親睦旅行」のご案内です。 今年のお宿は「鴨川ホテル三日月」 “広さ千畳敷の極みの

温泉” “２０種以上の湯船で風呂三昧” “海の味覚を味わいながらゆったり寛ぐ一時”は如何ですか。 

今からスケジュール調整頂き、万障繰り合わせてご参加下さるようご案内申し上げます。 

女性の方の参加もお待ちしております。くわしくは、次号でご案内いたします。 

１．日 程    １０月１７日（木）～１８日（金） １泊２日 

２．方 面    千葉「 南房総 鴨川温泉 」 

３．宿泊ホテル  鴨川ホテル三日月 

４．参加費用   男性 １７，０００円  女性 １５，０００円 

５，０００円 

 

今年も尾島ねぷたまつりが、８月１４日(水)、１５日(木)の２日間行われますが、「三菱ねぷた」は、今年

は１５日(木)のみ出陣となりました。菱の実会員の皆さんのご協力をよろしくお願い申し上げます。  

・集合：１７時、睦荘北側テント前    ・身仕度：ハッピ、単パン、ハチ巻等 

あらかじめ事務局に参加のご連絡をお願いします。  なお、ねぷた会場清掃.片づけ (８月１５日、

１６日)についても、ご協力をよろしくお願いいたします。(朝 6時、4丁目交差点集合) 
 

尾島ねぷた祭りのご案内と参加のお願い   

【 過去の親睦旅行の記録映像 】 
菱の実会ホームページで、過去の親睦旅行のビデオや写真を掲載しておりますのでご覧ください。 

今号から第一面にコラム欄を新設しました。7名の編集委員が交代で執筆します。ご期待ください。 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

 

定
年
退
職
後
の
趣
味
は
、
写

真
、
絵
画
、
書
道
、
読
書
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

絵
も
、
油
絵
、
水
彩
画
、
水
墨

画
、
写
真
も
、
山
岳
写
真
を
得

意
分
野
と
す
る
方
、
家
族
の
ス

ナ
ッ
プ
が
専
門
、
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
定
番
は
無
い
。
何
れ
の
分

野
で
も
、
充
分
磨
き
の
か
か
っ

た
、
玄
人
は
だ
し
の
腕
前
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
◆
富
士

山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
少
し
前
、
ど
ち
ら
側
の
風

景
が
素
晴
ら
し
い
か
、
山
梨
県

と
静
岡
県
が
厳
選
し
た
写
真
八

枚
で
競
い
遭
う
番
組
が
あ
っ

た
。
撮
影
は
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ

マ
ン
で
は
無
く
、
両
県
と
も
長

年
富
士
山
を
撮
り
続
け
た
方
の

写
真
で
、
何
れ
の
写
真
も
、
素

晴
ら
し
く
、
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

我
が
家
の
大
画
面
Ｔ
Ｖ
で
の
迫

力
は
圧
倒
的
だ
っ
た
◆
多
分
群

馬
菱
の
実
会
会
員
で
「
ゆ
と
ら

い
ふ
」
に
投
稿
で
入
賞
さ
れ
た

Ｓ
氏
の
写
真
も
こ
の
レ
ベ
ル
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
じ
っ
く
り
見

て
み
た
い
。
自
称
ス
ナ
ッ
プ
写

真
評
論
家 

（
上
村
統
久 

記
） 

  

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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【 新入会員紹介 】 

 

川島 和平 さん（平成２５年６月入会） 太田市宝町 ・  

＜職歴＞ 

（1）1967年 4月 入社 馬電製管部生技課 
（2）1990年 6月 馬電製管部設技課 
（3）1993年 7月 馬電製管部工機課 
（4）1997年 10月 馬電給製部給工課 
（5）2001年 9月 ＨＣＳ (株)ハイパーサイクルシステムズ出向 
（6）2005年 3月 ＨＣＳへ転籍 
（7）2013年 3月 ＨＣＳ退社  退職後の予定（就業予定なし） 

 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 島田 十助 83 71.0 

準優勝 竹沢  宏 80 71.6 

３位 蟻川 正吾 97 71.8 

４位 鈴木 清一 79 71.8 

５位 寒梅 達男 76 72.4 

６位 小池 利雄 88 72.4 

７位 長谷川正男 91 73.0 

 
 

６月１１日（火）に上武ゴルフ場に於いて、第６１回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。今回は梅雨
入りが微妙な日程での計画でしたが、今年は５月に梅雨入りしてしまい雨をとても心配していました
が、当日は曇りで風も弱くまずまずコンデションの中３５名の参加で楽しいゴルフを行うことが出来ま
した。結果は島田十助さんが念願の初優勝をしました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
次回の大会は‘１３年７月３１日（水）に予定しています。（大間々カントリー俱楽部） 

 

第
１
章 

天
皇 

 

第
１
条 

天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ
て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
。  

第
２
条 

皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。  

第
３
条 

天
皇
の
国
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
ふ
。 

  

第６１回 ゴルフ愛好会コンペ 

将棋愛好会 第一回大会   

記念すべき第一回大会を、６月２５日に実施し
ました。成績は右の通りです。なお、入会者を
募っていますので、栗原（52-1913）  荒井
（52-0803）までご連絡をお待ちしています。 

 

順位 氏 名 順位 氏 名 

１位 白井 敬郎 ４位 小平 昌司 

２位 吉田 弘志 ５位 荒井 昭三 

３位 井沢 昭一 ６位 栗原 正吾 

 

今、ある「日本国憲法」の単行本が異例のベストセラーになっているという。憲法改正が大きな関心事
となっています。この機会に、じっくりと憲法について考えてみては如何でしょうか。 
参考までに、下に日本国憲法前文と、今後毎号、右欄外に条文を掲載していきたいと思います。 
 

日
本
国
憲
法 

前
文 

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る

代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子

孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ

が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確

保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を

確
定
す
る
。
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、

そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の

福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
人
類
普

遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切

の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。 

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の

関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の

で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う

と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と

隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ

う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地

位
を
占
め
た
い
と
思
う
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民

が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

わ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に

専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
法
則
に
従
う
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、

他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で

あ
る
と
信
ず
る
。 

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て

こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓

う
。 



 【 会員投稿 】            やじ馬 かわら版 号外               岡 島 清 二 

 驚嘆！ アベノミクス 晴れのち大雨そして???  

◇ 日本中 びっくり仰天 (世界も注目！) 

原発は自公政権復帰で｢大山鳴動鼠一匹｣＊１と思っていたら、実際フクシマが鼠一匹で大騒ぎ。不信の絶えない東電に

又々落胆していると、安倍政権になるや、あれよ あれよと円安・株高が半年余も続いた。まるで 

手品でも見ているのかと思う矢先、5.23一転して、株大暴落・円高の連日大荒れ市場となる。日本 

経済に何が起き、これからどうなるのか？やじ馬の関心は俄然、原発から馬耳アベノミクスとなる。 

所詮、物見遊山のにわか学、暇人の戯言と軽く読み流してもらえれば、甚だ幸いであります。 

◇ にわか学 事始   ＊１ 群馬の生んだ反原発学者故高木仁三郎氏が、何度事故が起きても原発推進を止めない政府を揶揄した諺 
  安倍首相が１月国会の野党質問に｢浜田先生に電話して・・・確認した。市場が結果を・・」毅然 

と応じた。そこで直ぐ右写真の著書を購読。冴えない爺さんの表紙だが、まさに眼から鱗？政府・ 

日銀を実名で叱咤、自信満々に自説を主張。いつも経済書は途中で積読となったが一気読み。 

しかし、こんなに上手くいくのか、半信半疑で「リフレ」＊２賛否両論の著作を読むことになる。  

◇ アベノミクス 誕生の背景  ＊２ リフレとは金融緩和とインフレ目標でデフレ脱却を狙う政策でアベノミクス第１の矢 

日本経済はバブル崩壊し２０年デフレに病む。赤字国債と併せ世界ワースト１だ。途中０１年小泉内閣のとき、世界で初 

めて日銀が｢量的緩和｣導入。あと一息でデフレ脱却という０６年、福井日銀が打ち切った。第１次安倍内閣の直前である。そ

して０８年リーマン・ショック。米・欧・韓は、日本に学び量的緩和で金をばら撒いた。結果 世界恐慌回避し日本は超円高に

なる。しかし白川日銀は円が比較的安心で買われていると殆んど動かない。そこへ１１年、大震災・原発事故、復興需要を

活かせず、野田内閣は消費増税に首っ丈。日銀を動かす必要性すら感じない。結果は歴史的な円高で、エルピーダメモリ

破綻、パナソニック、ソニー、シャープの失速、＊３とうとう民主党は国民に見限られ、政権交代に至る。 

一方、安倍首相は震災直後、リフレ派論客岩田現日銀副総裁の講演を聴き、第１次就任時にリフレを知っていたらと、地

団太して悔しがったという。その思いが急遽自民党総裁選に挑み、経済復活を旗印に｢日銀法改正、輪転機を廻してじゃぶ

じゃぶと札を刷ればいい｣といった、過激発言が飛び出すほど、リフレに陶酔する。・・・これやじ馬のにわか学説 

◇ アベノミクス 賛否比較論 ＊３ 地デジ・エコポイントの前倒し需要に甘んじた経営責任説も有望なり。・・地元スバルの絶好調と三洋破綻は切実な比較テーマである。 

 

①     ②      ③      ④      ⑤     ⑥          

 

 

＊４ ヘッジファンドとは富裕層の私的ファンドで世界資金160兆円。レバレッジ(てこ)による運用で何十倍もの金を動かし、市場乱高下を起こす。 
ヘッジとはリスク回避の意、仕掛けた上下相場で相殺利潤を得る。利回り約２％で高くない。税金忌避が主の裏金、資本市場で存在不可避なり。

 

◆ どうなるアベノミクス・・＜やじ馬所見＞    ＊５ 日本経済新聞13.6.5掲載記事 （上記切抜き写真参照） 

この劇薬処方箋、副作用が気になる。浜宏先生は株暴落後も『市場の乱高下は当たり前・・・心配ご無用』＊５と強気である

が、胸中如何…。今後一喜一憂が続くが、果敢に挑戦する安倍首相と、敢えて霧中に操縦桿を握った黒田日銀総裁、油断

なく最悪シナリオ＊６を回避し、奇跡的奏功を信じる。臥して破滅＊７を待つより、やじ馬は積極実践を旨とする。 

その間、天災事変やEU危機なきことを念じ・・・せめて我々年金生活者に出来ることは、夏バテしないようビールを大いに

飲んで、医療費低減と内需拡大に協力、間違ってもタンス預金などしないこと必須なり。    2013.07.01了 

＊６ 最悪シナリオは長期金利上昇である。現在１％以下→３％で危険域、海外ファンドが日本売りに転じ、瞬く間に国債・円大暴落、デフォルト（返済不能）で国家財政破綻。          

＊７ 負債1100兆円は将来的に返済不可。しかし最悪シナリオも恐れることはない。フクシマと違い命まで失うことはないのだ、富裕層ほどダメージを受け、格差是正が図れるのか   

          賛成（リフレ推進）派         否定（構造改革）派 

  

主たる考え方 

 

デフレは悪でインフレは善。貨幣の数量と流通速度が物価水

準を決定する。インフレ目標と金融緩和の政策で円安、株高、

雇用・賃金アップ、かつ長期金利抑制を狙う。  

デフレは少子高齢化、先進国の構造的要因である。金融緩

和で債務大国のデフレ脱却は不可。むしろ国債・通貨暴落

で財政破綻必須。雇用・賃金アップは幻想。 

 

講読著書と寸評 
(番号は写真と符合) 

著者外の著名人 

①「アベノミクスのゆくえ」 オリジナル資料多く、お買得書 

②「さっさと不況を終・・」ノーベル賞学者リフレのバイブル 

③「アベノミクス大論争」 一冊で両論が理解できる手軽書 

黒田東彦、竹中平蔵、森永卓郎、三橋貴明、渡辺喜美他 

④｢マネー避難｣ 緩和遅すぎ、市場想定をリアルに解説 

⑤｢リフレはヤバい｣ 反論充実するがデータ不足の感有 

⑥｢アベノミクスの真相｣ 期待購読、中身なしでガッカリ 

榊原英資、大前研一、古賀茂明、岸博幸、萩原博子他 

 

 やじ馬評 

 

７：３でリフレ優位と評価していたが、５．２３を境に４：６で逆転評価となる。「国挙げて物はつくらず賭け勝負」の危惧川柳が現実

となるのか・・上手い話に罠潜む、市場は欲望と策謀が彷彿し、ヘッジファンド＊４等、拝金者集団が手ぐすねしている。グロー

バル化した国際経済は複雑なり。「原発安全神話」同様、リフレも学者机上論の可能性高いかも。 

会
員
投
稿
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
体
験
談
、
思
い
出
話
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
、
趣
味
、
主
張
、
旅
行
記
、
蘊
蓄
・・・な
ど
な
ど
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
原
稿
は
、
出
来
る
だ
け
１
ペ
ー
ジ
以
内
、
文
字
は
Ｍ
Ｓ
Ｐ
明
朝
体
１
２
ポ
イ
ン
ト
程
度
、
写
真
等
を
入
れ
て
ま
と
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
電
子
デ
ー
タ
で
頂
け
れ
ば
、
入
力
の
手
間
が
省
け
大
変
助
か
り
ま
す
。 



No．２４４ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

８月の囲碁愛好会 
８月１２日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

８月の麻雀愛好会 
８月８（木）､２２日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 8/６日、2０日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

８月の将棋愛好会  
８月１９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

グラウンドゴルフ愛好会と 
各愛好会親睦旅行 

８月２７日（火）２８日 
一泊二日 

ｺﾆﾌｧｰいわびつ 
(会費:１１０００円) 

申込み: ８月５日(月) 
島  保夫 (52-0889) 

第 6２回ゴルフ愛好会 １０月予定 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

９月のカラオケ月例会 ９月２日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： ９月 1 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

９月のパソコンサークル 
９月２日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

９月の幹事会 ９月２日（月） １５：００ 労組会議室 
 

８月の編集委員会 ８月１９日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

こ
れ
ま
で
編
集
委
員
が
交
代

で
執
筆
し
て
い
た
編
集
後
記

は
、
今
号
か
ら
「
菱
の
実
雑
感
」

と
名
を
変
え
、
第
一
面
下
段
に

掲
載
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
読
者
か
ら
の
提
案
に
よ
る

も
の
で
、
編
集
後
記
は
本
来
の

後
記
と
し
て
こ
こ
に
簡
単
に
記

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

日
本
国
憲
法
掲
載
は
、
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
埋
め
る
苦
肉
の
策
の

産
物
で
す
。
こ
の
機
会
に
憲
法

を
読
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
（
篠
崎
） 

 

 
 

 

 

 

 

訃
報 

小堀 勗 さん （ 享年７６歳 ）  伊勢崎市境栄 

６月２８日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

 



 

、No．２４５ 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-９-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

与
党
圧
勝
、
ね
じ
れ
解
消
と
言
っ

た
文
字
が
七
月
二
十
一
日
夜
か

ら
の
テ
レ
ビ
画
面
や
新
聞
紙
面

を
飾
っ
た
。
当
選
議
員
数
で
は
過

半
数
を
超
え
た
が
、
投
票
率
は
五

〇
％
を
か
ろ
う
じ
て
超
え
た
程

度
、
与
党
の
獲
得
票
数
は
過
半
数

に
満
た
な
い
。
圧
倒
的
に
国
民
の

支
持
を
得
て
い
る
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
。
▼
死
票
を
減
ら
す
に

は
、
野
党
の
再
編
成
や
選
挙
制
度

の
改
正
が
必
要
と
思
う
。
自
民
政

権
だ
と
数
に
任
せ
て
、
十
分
な
国

会
審
議
も
な
く
法
案
を
通
し
て

し
ま
い
そ
う
な
気
が
す
る
。
国
民

の
知
ら
な
い
う
ち
に
決
ま
っ
て

い
る
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
無

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
ね
じ
れ
解
消
と
い
う
が
、

参
議
院
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し

て
、
ね
じ
れ
も
必
要
か
と
思
う
。

▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
が
進

み
輸
出
は
好
調
の
よ
う
だ
が
、
輸

入
価
格
が
上
昇
し
貿
易
赤
字
増

え
る
一
方
だ
。
消
費
税
増
税
は
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
高
齢

社
会
・
人
口
減
少
は
確
実
に
訪
れ

る
。
経
済
は
さ
ら
に
縮
小
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
は
身
の
丈
に

合
っ
た
金
の
使
い
方
を
す
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 
 
(

橋
本 

功
衛) 

 

親睦旅行 「千葉 小湊鯛の浦温泉」 へのご案内 
「菱の実会」秋の親睦旅行のご案内（下記）をいたします。今年は、南房総の小湊温泉を計画いたしま

した。魚介類の宝庫である、南房総の海辺にそびえ建つ、鴨川ホテル三日月が宿泊宿です。 

館内いたる場所から太平洋が望め、中でも地上 35ｍ・全長 150ｍの展望風呂は、朝夕で変化する海と

星空の眺めがお勧めです。他に 26種類（男女入替制）の湯めぐりができ、中でも 18金製の浴槽「黄金

風呂」は、一見の価値があるかと存じます。会員の皆様には万障繰り合せの上ご参加下さるようご案内

申し上げます。詳細は、同封のパンフレットをご覧ください。 

記 

１．期   日   ２０１３年１０月１７日（木）～１８日（金） 一泊二日 

２．集合場所   馬電正門前 午前８時４５分  

３．宿 泊 先   鴨川ホテル三日月    〒299-5502 鴨川市内浦 2781  ℡ 04-7095-3115 

４．参 加 費    男性：１７，０００円  女性：１５，０００円 （当日徴収させていただきます） 

５．行程  ■１日目  9：00馬電正門前出発 → 関越道・首都高・館山道 →市原ＳＡ（休憩） 

                 → 金谷ＩＣ→ 金谷（昼食） → 清澄寺（参拝） → 鴨川温泉 

         ■２日目  9:00ホテル出発 → 誕生寺（参拝）→道の港まるたけ（買物） → 

                カステラ工房（見学） → 金谷（昼食） → アクアライン → 海ホタル（休憩） 

                 → 館山・首都高・関越道 → 会社 

６．申込方法   同封の返信はがきにて９月２４日（火）までにお申込下さい 

 

  

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/


No．２４５（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 関根 詔三 82 71.2 

準優勝 高木よし子 82 71.2 

３位 飯塚 倉二 97 71.8 

４位 竹沢 宏 76 72.4 

５位 霜田 政雄 75 72.6 

６位 益子 喜雄 87 72.6 

７位 小林 初男 81 72.6 

 

７月３１日（水）に大間々カントリー俱楽部に於いて、第６２回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
今回は梅雨明けで猛暑の中のゴルフを覚悟しての計画でしたが、当日は朝霧が出て視界が悪い中
スタートしましたがすぐに晴れて蒸し暑くなってきましたが、時折吹く風が気持ち良く感じられ、まずま
ずコンデションの中３９名の参加で楽しいゴルフを行うことが出来ました。また、今回はゴルフ場のハ
ーフコンペの日であり１１名の方が賞品をゲットしました。結果は関根詔三さんが６年ぶりの優勝をし
ました。次回は１０月８日（火）に予定しています。（上武ゴルフ場）） 

 

第
４
条 

天
皇
は
、
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。 

２ 

天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
５
条 

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政
は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。
こ
の
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
６
条 

天
皇
は
、
国
会
の
指
名
に
基
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命
す
る
。 

２ 

天
皇
は
、
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
任
命
す
る
。 

尾島ねぷた祭り ・・・ 今年も多くの人出でにぎわいました 
今ではすっかり、尾島地区の夏の風物詩となった「尾島ねぷたまつり」が８月 14・15 日の両日行われた。
「三菱ねぷた」の出陣は、昭和６３年から連続で出陣しており、今年で２６回目と記憶している。今年の出
陣は二日目の１５日。200 人を超える参加者に「菱の実会員」も交じり、「尾島ねぷたまつり」の盛り上げに
一役買った。今年の「三菱ねぷた」は、鏡絵（表絵）・見送り絵（裏絵）こそ自前の作ではなかったが、太鼓
台車の絵・傘の絵・金魚ねぶたは自前の作で、なかなかの出来栄えであった。 

 

 

 

第６２回 ゴルフ愛好会コンペ 

 

  

【 

憲
法
を
読
も
う 

】 

第
２
章 

戦
争
の
放
棄 

〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕 

第
九
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛

争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
。
２ 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍

そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦

権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

第
３
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

〔
基
本
的
人
権
〕 

第
十
一
条 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と

し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

〔
自
由
及
び
権
利
の
保
持
義
務
と
公
共
福
祉
性
〕 

第
十
二
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を

濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福

祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

〔
平
等
原
則
、
貴
族
制
度
の
否
認
及
び
栄
典
の
限
界
〕 

第
十
四
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。
２ 

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
３ 

栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の

栄
典
の
授
与
は
、
い
か
な
る
特
権
も
伴
は
な
い
。
栄
典

の
授
与
は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来
こ
れ
を
受

け
る
者
の
一
代
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

 



  No．２４５（２） 【 会員投稿 】 

  

朔太郎記念館 

豆 
 
 
 
 
 

川
柳 

創
駄
郎 

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
、
毎
月
ご
苦
労
様
で
す
。 

川
柳
も
三
年
前
編
集
委
員
の
一
員
と
し
て
籍
を
置
き

ま
し
た
。
た
い
し
た
協
力
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
報
の
「
編
集
後
記
」
は
必
ず
書
き
、
決
め
ら
れ
た

月
に
提
出
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
大
変
苦
労
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
多

少
で
す
が
筆
無
精
が
解
消
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
書
き
た
い
と
き
に
書
き
、
原
稿
を
提
出
す
る
こ

と
で
拙
（
つ
た
な
）
い
文
章
で
も
全
国
版
（
菱
の
実

会
だ
よ
り
）
に
載
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。 

 

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
「
大
岡
政
談
」
と
い

う
落
語
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
市
内
で
、
老

夫
婦
が
営
む
豆
腐
屋
の
店
先
に
、
早
朝
一
頭
の
鹿
が

死
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
あ
大
変
で
す
。
神
の
使
い
と

し
て
知
ら
れ
る
鹿
が
、
店
先
で
死
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
。
捕
え
ら
れ
取
り
調
べ
結
果
は
、
大
岡
越
前
守

忠
相
の
公
平
な
る
大
岡
裁
き
で
無
罪
放
免
と
な
り
、

最
後
に
、
豆
腐
屋
、
こ
れ
か
ら
も
「
ま
め
に
暮
ら
せ

よ
」
。
こ
れ
に
て
一
件
落
着
と
い
う
落
語
で
す
。 

筆
無
精
の
漢
字
は
前
か
ら
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
反
対
語
の
（
筆
ま
め
）
の
漢
字
は
と
思
い
、
辞

書
で
（
筆
忠
実
→
ふ
で
ま
め
）
と
知
り
ま
し
た
。
（
忠

実
→
ち
ゅ
う
じ
つ
）
→
①
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
よ

く
努
め
る
こ
と
。
②
実
際
の
通
り
正
確
に
行
う
こ
と
。

（
忠
実
→
ま
め
）
→
①
ま
じ
め
。
誠
実
。
本
気
。
②

労
苦
を
い
と
わ
ず
勤
め
働
く
こ
と
。
「
・
・
に
働
く
」

③
生
活
に
役
立
つ
。
④
身
体
の
丈
夫
な
こ
と
。
達
者
。

息
災
。
「
・
・
で
暮
ら
す
」
。 

（
ち
ゅ
う
じ
つ
）
（
ま
め
）
と
読
ん
だ
と
き
、
だ
い

ぶ
意
味
が
違
う
よ
う
で
す
。
④
の
「
・
・
で
暮
ら
す
」

を
見
た
時
、
大
岡
裁
き
で
（
ま
め
に
暮
ら
せ
よ
）
の

中
に
（
忠
実
→
ま
め
）
も
含
ん
で
落
語
の
落
し
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
日
本
語
は
読
み
方
を
変
え
る
と
面
白
い
。
工
夫

（
く
ふ
う
）
が
工
夫
（
こ
う
ふ
）
に
早
変
わ
り
。 

大
家
（
お
お
や
）
→
貸
家
の
持
ち
主
。
家
主
。
（
た
い

か
）
→
大
き
な
家
。
貴
い
家
柄
。
そ
の
道
に
特
に
優
れ

た
人
。
（
た
い
け
）
→
金
持
ち
の
家
。
社
会
的
な
地
位
。

由
緒
あ
る
家
柄
。 

こ
こ
で
日
本
語
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
外
国
人
が
日
本
語
を
習
う
と
き
大
変
だ
と
よ
く
聞

き
ま
す
。
漢
字
・
か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
カ
タ
カ

ナ
語
（
外
来
語
）
そ
し
て
ロ
ー
マ
字
等
、
多
岐
に
習
う

こ
と
が
多
い
こ
と
で
す
。
漢
字
は
古
代
中
国
に
発
生
し

た
文
字
。
現
在
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
で
使
用
。
紀
元
前

十
数
世
紀
の
殷
（
い
ん
）
の
時
代
に
す
で
に
用
い
ら
れ

た
。
日
本
で
は
一
般
に
「
峠
」
「
榊
」
「
辻
」
の
い
わ

ゆ
る
国
字
を
含
め
て
漢
字
と
称
す
る
。
日
本
へ
は
一
世

紀
ご
ろ
伝
来
。
国
字
→
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
字
。
又
訓

読
み
で
音
読
み
が
な
い
の
が
普
通
で
す
。
国
字
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
峠
（
と
う
げ
）
、
鞐
（
こ

は
ぜ
）
裃
（
か
み
し
も
）
と
面
白
い
で
す
ね
。
（
橇
、 

 
 
 

艝
、
轌
）
そ
り
と
読
み
ま
す
が
、
橇
（
せ
い
、
さ
い
、

そ
り
）
→
中
国
で
泥
の
上
を
行
く
の
に
用
い
た
乗
り
物
。

現
在
で
は
雪
や
氷
の
上
を
す
べ
ら
せ
て
物
を
運
ぶ
乗
り

物
。
艝
は
な
ん
と
美
し
い
国
字
で
す
ね
。
躾
も
美
し
い

で
す
。
例
外
も
あ
り
ま
す
。
働
（
ど
う
、
は
た
ら
く
）

は
人
が
動
い
て
働
く
の
意
味
を
表
わ
す
。
動
が
伝
来
し

て
人
偏
を
つ
け
て
国
字
に
し
た
。
中
国
で
も
使
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
の
「
片
」
は
一
部
分
の
意
。

阿
（
ア
）
伊
（
イ
）
宇
（
ウ
）
久
（
ク
）
己
（
コ
）
の

よ
う
に
漢
字
の
一
部
を
取
っ
て
作
っ
た
の
が
片
仮
名
で

す
。
平
仮
名
は
漢
字
の
草
書
体
か
ら
作
ら
れ
た
草
（
そ

う
）
の
仮
名
を
さ
ら
に
く
ず
し
て
作
っ
た
文
字
。
安
（
あ
）

以
（
い
）
宇
（
う
）
衣
（
え
）
等
。
片
仮
名
も
平
仮
名

も
平
安
初
期
に
発
生
し
た
日
本
の
仮
名
文
字
で
す
。 

                                                                   

日
本
語
は
「
。
」
と
「
“
」
と
で
は
大
違
い
。
男
（
パ

パ
）
が
女
（
バ
バ
）
に
早
変
わ
り
。
バ
ス
に
乗
る
の
を

パ
ス
し
て
少
し
歩
い
て
み
よ
う
か
。
→
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
保
存
食
用
に
か
ん
ぱ
ん
（
乾
パ
ン
）
有
り
と
、
か

ん
ば
ん
（
看
板
）
が
店
に
で
て
い
た
。
熟
語
に
一
字
付

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
違
っ
た
読
み
方
に
変
化
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。 

五
月
（
ご
が
つ
）
・
・
・ 

五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
。
（
五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し

最
上
川
）
→
奥
の
細
道
よ
り
。
五
月
蠅
（
う
る
さ
い
）
。

（
や
れ
う
つ
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る
）
→
一
茶
の

句
よ
り
。
五
月
晴
（
さ
つ
き
ば
れ
）
大
空
に
元
気
に
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
五
月
節
句
の
五
月
晴
れ
） 

日
本
語
は
ひ
ら
が
な
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
漢
字
に

す
れ
ば
意
味
が
通
ず
る
。 

「
き
り
は
き
り
を
と
お
し
て 

き
り
を
と
お
さ
ず
」

（
桐
は
錐
を
通
し
て
霧
を
通
さ
ず
）
。
錐
→
穴
を
あ
け

る
工
具
。
桐
は
御
存
知
の
通
り
琴
、
タ
ン
ス
、
家
具
材
、

下
駄
、
箱
な
ど
に
利
用
。
吸
湿
性
も
少
な
い
の
で
、
タ

ン
ス
は
霧
（
湿
気
）
を
通
さ
ず
最
適
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

日
本
語
は
、
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
が
、
面
白
い
で
す
ね
。 

こ
こ
で
な
ぞ
が
け
を
一
つ
。
新
聞
と
か
け
て
お
坊
さ
ん

と
解
く
。
「
今
朝
（
袈
裟
）
き
て
今
日
（
経
）
読
む
」

→
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
よ
り
。 

落
語
も
、
な
ぞ
か
け
も
、
日
本
語
が
生
ん
だ
芸
だ
と
思

い
ま
す
。 

何
だ
、
「
豆
」
だ
け
の
話
し
だ
け
と
思
っ
た
ら
、
ご
た

ご
た
、
い
っ
ぱ
い
枝
が
生
え
て
文
章
が
長
い
ぞ
。 

す
み
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
止
め
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
豆
」
だ
け
に
、
い
っ
ぱ
い
枝

が
生
え
て
（
モ
ヤ
シ
）
に
な
っ
た
の
だ
。 

 

今
日
も
ま
た 

辞
書
を
ひ
き
ひ
き 

日
が
暮
れ
る
。 



No．２４５ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

９月の囲碁愛好会 
９月９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月の麻雀愛好会 
９月１２（木）､２６日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 9/10日、24日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

９月の将棋愛好会  
９月１６日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

９月グラウンドゴルフ例会 
９月３０日（月）９：３０～ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第 6３回ゴルフ愛好会 １０月８日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１０月のカラオケ月例会 １０月７日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 10 月 5 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１０月の 

パソコンサークル 
１０月７日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１０月の幹事会 １０月７日（月） １５：００ 労組会議室 
 

９月の編集委員会 ９月１７日（火） １３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

・ 

今
月
の
会
員
投
稿
の
「
豆
」
に

あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
は
本
当

に
面
白
い
。
そ
こ
で
、
な
ぞ
か
け

を
も
う
ひ
と
つ
。
「
ビ
ー
ル
と
か

け
て
恋
人
と
解
く
。
そ
の
心

は
。
・
・ 

会
わ
な
い(

泡
な
い
）
と

寂
し
い
」
・
・
・ 

前
に
「
ね
づ
っ
ち
」

が
や
っ
て
ま
し
た
。 

・ 

予
定
し
て
い
た
原
稿
が
急
に

間
に
合
わ
な
く
な
り
、
急
き
ょ

又
憲
法
の
条
文
の
一
部
を
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
憲
法
改

正
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
憲
法
を
読
み
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

（ 

篠
崎
） 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-10-１ 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

菱
の
実
会
の
幹
事
会
、
編
集
委
員
会

で
月
に
２
回
～
３
回
程
三
菱
電

機
・
群
馬
製
作
所
に
お
邪
魔
い
た
し

ま
す
が
最
初
に
入
門
し
た
の
は
進

駐
軍
の
時
で
正
門
は
も
っ
と
狭
く

木
製
の
扉
で
今
の
工
具
工
場
辺
か

ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離
着
陸
し
て

い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り

経
過
し
ま
し
た
が
東
の
テ
ン
ト
倉

庫
は
グ
ラ
ン
ド
で
北
側
に
は
研
修

セ
ン
タ
ー
、
西
の
温
水
器
工
場
は
原

っ
ぱ
で
食
堂
兼
更
衣
室
で
し
た
。
北

側
に
は
資
材
管
理
の
倉
庫
、
羽
布
工

場
、
其
の
北
側
に
鍍
金
工
場
が
あ
り

ま
し
た
。
本
館
の
裏
は
建
物
は
な
く

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
し
た
。
こ
ん
な
郷

愁
的
思
い
出
は
若
か
り
し
頃
の
希

望
や
夢
を
呼
び
起
こ
し
幸
福
感
が

や
が
て
は
感
謝
と
な
り
ま
す
。
▼
数

日
前
ま
で
台
風
、
竜
巻
被
害
等
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
十
五
夜
を

迎
え
る
に
あ
た
り
余
り
の
真
ん
丸

な
月
を
み
て
ス
ス
キ
や
果
物
を
供

え
て
み
ま
し
た
。
▼
１
０
月
は
恒
例

の
親
睦
旅
行
を
実
行
致
し
ま
す
が

現
行
役
員
な
が
ら
諸
先
輩
の
活
動

に
敬
意
を
表
す
と
共
に
地
道
な
活

動
の
積
み
重
ね
が
月
一
回
の
菱
の

実
だ
よ
り
の
発
行
に
繋
が
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
又
、
菱
の

実
の
歴
史
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
い

る
の
は
会
社
前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
と

思
い
込
み
会
社
に
来
る
度
じ
っ
と

眺
め
て
い
ま
す
。
（
境
野 

利
夫
） 

       

本紙バックナンバー集のご案内 

群馬菱の実会だよりは、平成４年（１９９３年）
１２月の創刊以来２１年、ほとんど毎月発行し

続け、今号で２４６号を迎えました。 
さらに平成１７年１０月からは、独自のホーム

ページを開設し、本紙をネット上でパソコン
からも閲覧できるようにしました。カラーで綺

麗に大きくして見ることが出来ます。さらに紙
面では伝えきれない為になる情報や数々の

娯楽をホームページでお届けしています。 

世の中の数あるＯＢ会でも、このようなサービ

スは他に例を見ないのではないでしょうか。
群馬菱の実会の誇りであり、貴重な文化、財

産といえるでしょう。 

この「群馬菱の実会だより」のバックナンバー

を、ホームページからクリックひとつで簡単に
閲覧できることを御存知でしょうか。 

創刊号から最新号までを、ネットサービス「ク

ラウド」の一つ、Windows Live SkyDrive に
格納してお届けしています。 

過去の菱の実会だよりを「号別」に見たり、あ
る年代をまとめて見たり、会員投稿や親睦旅

行記等の「項目別」に見たり、また何がどの
号に掲載されているかの「索引集」まで準備

してあります。まさに至れり尽くせりです。 

ぜひ、このバックナンバー集を菱の実会ホー

ムページからご覧下さるようご案内いたしま
す。時々、過去の菱の実会だよりを開いて、

懐かしい思い出に浸るのもいいかと思いま

す。新しい発見があるかもしれません。 ＜群馬菱の実会ホームページのバックナンバー集画面＞ 

 

   

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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村川  忍 様 太田市岩松町 ７７歳（2013/09/02） 

増田 三郎 様 太田市熊野町 ７７歳（2013/10/01） 

新井 忠男 様 太田市新田木崎町 ７７歳（2013/10/01） 

池田 三郎 様 太田市泉町 ７７歳（2013/10/27） 

福島 才吉 様 太田市新田木崎町 ７７歳（2013/10/27） 

依田 幸雄 様 太田市新道町 ７７歳（2013/10/29） 

第
２
章 

戦
争
の
放
棄 

〔戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕 

第
９
条 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、 

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

２ 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

祝祝  長長  寿寿  

「喜寿」のお祝い 

【 馬電ふれあいフェスティバルのご案内 】 
恒例の馬電フェスティバルが、次の通り実施されますのでご案内します。   

・日時 １０月１２日（土） １０：００～１５：００   ・場所 馬電構内（ロータリ周辺） 
菱の実会の受付を準備しますので、会員の皆さんは受付にお立ち寄りください。 

駐車場は、グランドの予定です。多くの会員のご参加をお待ちしています。 
 

 

グラウンドゴルフ愛好会と各愛好会の親睦旅行 

順位 氏 名 ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 高橋 勝美 77 1 16 

準優勝 高橋  豊 90 0 12 

３位 根岸利喜蔵 91 0 12 

＜２日目のグラウンドゴルフ大会成績＞ 

順位 氏 名 ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 高橋 勝美 76 3 8 

準優勝 根岸利喜蔵 81 1 12 

３位 根岸佳代子 93 1 6 

 ＜囲碁大会成績＞ 

順位 氏 名    

優勝 窪田 秀治    

準優勝 白井 敬郎    

３位 竹淵  雅    

 

 

去る８月２７日～２８日に愛好会同士の親睦を図る目的で東吾妻町コニファーいわびつで一泊二日の
親睦会を実施しました。両日とも快晴に恵まれ、カラオケ愛好会とグラウンドゴルフ愛好会の６名はグラ

ウンドゴルフ大会を、囲碁愛好会の９名は囲碁大会を２日間行いました。 
夜の宴会では、カラオケ愛好会のメンバーが中心 

となり、４時間歌い続け楽しく親睦を図ることが出来 
ました。 

来年度も愛好会の年間行事としてこのような親睦旅 
行を計画したいと考えていますので、他の愛好会の 

参加をお待ちしています。 

 ＜１日目のグラウンドゴルフ大会成績＞ 

 

 

 

 

＜２日目のグラウンドゴルフ大会成績＞ 

 

 

親睦旅行のご確認   ● 魚介類の宝庫、南房総 小湊鯛の浦温泉をめぐる旅  

● 宿泊先：鴨川ホテル三日月 04-7095-3115  ● 期日：１０月１７日（木）～１８日（金）  
● 集合： 大利根寮（太田市亀岡町５２－２） ８時４５分 （会社正門前から大利根寮に変更となりました） 

● 参加費 ： 男性 １７,０００円、女性 １５,０００円（当日徴収させて頂きます） 
 



 

【会員投稿】    地球温暖化を考える！  やじ馬かわら版 (第４話)   岡島 清二 

◇ はじめに  今夏超猛暑でも、誰に気兼ねすることなく、前橋育英の甲子園の奇蹟を、しっかりテレビ観戦した。 

東電によると、節電量が想定外だったという。電力危機はむしろ３．１１前より、なかったのでは？熱中症予防にかこつけ、

エアコン使用を奨励、電力需要を暗に煽っていたようだ。・・・と勘繰るのは、やじ馬の意馬心猿か・・・ 

さて、このところ超猛暑・ゲリラ豪雨・水不足、桜島噴火等、日本列島（地球）が、狂ってしまったようである。 

折しも、新聞各紙が地球の異変を報じた。これ温室効果ガスの仕業？温室ガス削減は、世界の常識であるが真実 

は！フクシマ後、懐疑心と好奇心が、疼いて止まぬやじ馬が、今回と次号連載で投稿する。先ずはご一読方・・・ 

◇ 海がおかしい 地球がおかしい  
   図１、図２はつい最近の新聞記事である。世界中の海の水温と水位が上がり、今後暴走する勢いであるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13.8.25朝日                13.8.23上毛 

図１ 高い海水温でサンゴ死滅       図２ IPCC第５次評価報告の速報版          図３ 同左のグラフ拡大 

 地球温暖化は人的CO2が主原因であるという。その根源は、ＩＰＣＣ(＊１)評価報告書にある。２００７年に第４次が発 

表された。６年ぶりの第５次発表前速報値が図３である。温暖化は、更に人的要因が、極めて高いと断じている。 

(＊１) 国連機関｢気候変動に関する政府間パネル｣科学者多数の研究評価をまとめたもの、温暖化CO2犯人説でノーベル賞を受賞している。 

◇ 温室効果ガスとは・・・ 

地球の大気は、窒素,酸素,アルゴン, CO2 等々ある。温室効果ガスとは、太陽の光で地球が暖まり、その地球から放射さ

れる赤外線を吸収、温室効果をもたらすガス「CO2・メタン・フロン等」
(＊２)をいう。 地球は年平均１４℃前後に保たれている

が、若しこのガスがなければ－１９℃になるという。第 2 次世界大戦後(１９４６年～)炭素燃料が大量に使われ、人的 CO2が

増加したことで、温暖化しているという。 即ち宝物変じ、厄介物となってしまったのである。 

(＊２)温室ガスに水蒸気も入る。IPCCは問題視していない。温室効果の 90％を水蒸気が占め、残10％中のMaxがCO2との有力説あり。(次号)                            

◇ 海は CO2の重要な交換機能である        CO2=二酸化炭素=炭酸ガス (陸・海動植物に不可欠な有効ガス) 

                                海水には大気中の６０倍も CO2 が溶けている。これに比較すると、陸上

植物の機能は微々たるものなのだ。図４は世界の海の年間平均交換

機能を示したもので、青い域：CO2 を吸収、赤い域：放出している。ざ

っくり海水表面の温度が高いと赤、低いと青いと云える。 

                                したがって、海水温が高くなることは、海が CO2吸収→放出に転じる。

マスコミは海面が上がった。珊瑚が死んだ。と報道するが、原発の

「海温め装置」(＊３)であることを、敢えて公表しない？海水が温まると、

水蒸気や北極海と日本領海に、多量に埋蔵する“メタンハイドレート”

から、メタン放出の弊害もある。 

図４ 海の年平均CO2交換量の分布 [気象庁ホームページより]      

◇ 原発は発電時CO2を出さないという欺瞞   ・・・海水温を上げることで間接的にCO2を出している！ 

原発はCO2を出さないが、70％の廃熱で海水を上昇させる。100万kW の原子力発電所１基で、1 秒間に 70トンの海水

温を7℃上げる。(＊４)淀川でも流量は1秒間に150 トンしかない。全国でも、1秒間に70 トンの流量を超える川は、３０前後

である。こんな原発が全国で約50、世界では約450も稼働していたら、CO2に関係なく海水温が上がり、地球にやさしくない

のは、自明の理である。(いつの日か馬脚を露わすだろうが・・・マスコミ次第かも) 第 4話13.9.1了 

(＊３) (＊４)京大助教 小出裕章『ICPP報告と温暖化CO2説の問題点』 2009.10原子力安全ゼミより。［やじ馬かわら版 第2話参照］                                                                                    

◇ 次号（第５話）予告：CO2原因説は本当か嘘か、京都議定書の破綻、IPCC第５次評価報告を読み解く等、乞うご期待!! 

 



No．２４６ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１０月の囲碁愛好会 
１０月２１日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１０月の麻雀愛好会 
１０月１０（木）２５日（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 10/8 日、23 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１０月の将棋愛好会  
１０月２１日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１０月 
グラウンドゴルフ例会 

１０月２８日（月） 
９：３０～（集合９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第 6３回ゴルフ愛好会 １０月８日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１１月のカラオケ愛好会 

（１５回大会） 
１１月５日（火） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 10 月 5 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１１月の 

パソコンサークル 
１１月５日（火） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１１月の幹事会 １１月５日（火） １５：００ 労組会議室 
 

１０月の編集委員会 １０月２１日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

・
菱
の
実
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
集

は
貴
重
な
会
の
歴
史
で
す
。
ま
さ

に
「
温
故
知
新
」
、
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

・
家
に
パ
ソ
コ
ン
と
ネ
ッ
ト
環
境
を

お
持
ち
で
ま
だ
ネ
ッ
ト
会
員
で
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ネ
ッ

ト
会
員
登
録
し
て
本
紙
を
ネ
ッ

ト
か
ら
閲
覧
す
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
印
刷
代
や
郵
送
料

等
の
コ
ス
ト
節
約
に
も
な
り
ま
す

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（ 

篠
崎
） 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-11-１ 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 
 

十
月
中
旬
、
紅
葉
の
朝
日
岳
～

清
水
峠
～
谷
川
岳
を
走
破
し
た
。

距
離
は
３
０
㎞
弱
。
累
積
標
高
差

約
２
４
０
０
㍍
標
準
コ
ー
ス
タ

イ
ム
１
７
時
間
半
を
体
力
測
定

を
兼
ね
て
の
日
帰
り
で
あ
る
。
▼

荷
物
は
出
来
る
だ
け
少
な
く
し

雨
具
、
防
寒
着
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

と
水
０
．
５
リ
ッ
タ
ー
２
食
程
度

の
行
動
食
の
み
。
明
る
く
な
っ
て

登
山
口
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
、
白

毛
門
～
笠
ヶ
岳
、
朝
日
岳
で
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
に
抜
か
れ
る
、
清

水
峠
で
水
分
補
給
こ
こ
か
ら
は

ラ
ン
に
最
適
な
稜
線
で
時
間
を

稼
ぎ
蓬
峠
着
１
２
時
過
ぎ
計
画

よ
り
２
０
分
遅
れ
、
こ
こ
で
下
山

か
続
行
か
迷
う
日
没
ま
で
５
時

間
！
続
行
。
武
能
岳
、
茂
倉
岳
の

登
り
で
バ
テ
る
。
▼
一
の
倉
岳
を

通
過
し
谷
川
岳
手
前
で
ブ
ロ
ッ

ケ
ン
現
象
撮
影
（
左
の
写
真
）、

西
黒
尾
根
を
下
り
途
中
で
日
没

と
な
り
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
登
山

口
１
８
時
着
、
１
２
時
間
か
か
っ

た
が
充
実
し
た
１
日
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
生
田
三
郎
） 

 

秋の親睦旅行「南房総 小湊鯛の浦温泉」道中記 
   １０月１７日（木）台風一過の快晴のなか、たく

さんの方にお見送りをいただき大利根寮を出発。
一泊二日の南房総の旅がスタートした。参加者
は、総勢３８名（会員：３４名、会員の奥さん：２名、
総務Ｋ，労組書記長）で例年とほぼ同数。往路の
車中は、久しぶりの再会を喜びあう和やかな雰囲
気のなか、カラオケ等を交えあっという間に昼食
場所（金谷フェリーサービス）に到着。ここで神奈
川から３年ぶりに参加の益山さんが合流。昼食後
は清澄寺を参拝し、１６時に宿泊先の鴨川ホテル
三日月に到着。 
懇親会は、車中とは趣を変えて、お互い膝を

突き合わせての情報交換や、カラオケも途切れ
ることなく大いに盛り上がった。 
復路は、ホテルから近い誕生寺の参拝を皮切

りに、お土産店２店に立ち寄った。旅先では、よく
偶然の出会・ハプニング（邂逅話）があることを耳
にするが、今回立ち寄ったお土産店でそのハプ

ニングが起きた。店で働く女性が、旅行参加者の近
所に住む女性と知り合いであることが判り、Ａさん
が、店の女性からその女性に宛てた手紙を託され、
車中で話題の一コマともなった。お土産店の後は、
金谷で昼食。前日合流した益山さんはここでフェリ
ーに乗船し帰路に。出港する益山さんとの名残を
惜しんで、お互い手を振り合う光景は、何ともロマン
チックな光景であったのでは。昼食を済ませた後、
東京湾アクアラインを経由し帰路に着いた。 
往復約５００㎞の旅であったが、道中出会いがあ

り、別れがあり、車中は井上幹事の巧みな話術で頭
の体操・ゲームがあり、切れ目のないカラオケあり、
で大変盛り上がった親睦旅行であったと思います。 
こらからも皆様からのご意見を頂戴しながら、魅

力ある親睦旅行を目指します。 
今回、ご多忙の中ご参加いただきました、湯原総

務課長様、嶋田書記長様には大変お世話になり有
難うございました。 

 

 

＜旅行の写真をスライドショームービーに編集し、YouTube にアップしました。菱の実会ホームページからご覧下さい＞ 

 

 写真 ： ブロッケン現象 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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村岡  勉 様 太田市尾島町 ７７歳（2013/11/07） 

高田  昇 様 太田市藤阿久町 ７７歳（2013/11/13） 

第
３
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

 

〔
国
民
た
る
要
件
〕 

第
１
０
条 

日
本
国
民
た
る
要
件
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
〔
基
本
的
人
権
〕 

第
１
１
条 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を 

妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

祝祝  長長  寿寿  

「喜寿」のお祝い 

  

  

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 萩原十四夫 76 71.2 

準優勝 高木よし子 78 72.0 

３位 小林  初男 76 72.4 

４位 坂田   修 73 73.0 

５位 益子  喜雄 76 73.6 

６位 竹沢   宏 78 74.4 

７位 高柳  静雄 84 74.8 

 １０月８日（火）に大間々カントリー俱楽部に於いて、第６３回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。今回は上武
ゴルフ場での開催予定でしたが、台風１８号でコースが冠水してしまい復旧工事を行いましたが、まだほこりが
ひどい為急きょ大間々カントリークラブに変更して実施しました。当日は１０月にしては蒸し暑い１日でしたが、
まずまずコンデションの中３０名の参加で楽しいゴルフを行うことが出来ました。結果は上位６人がグロス７０台
とハイレベルの戦いの中、萩原十四夫さんが優勝をしました。次回は１２月１０日（火）に予定（上武Ｇ）。 

 

【 馬電ふれあいフェスティバル 】 
 

 

 

１０月１２日（土）秋晴れの真夏のような日差しが照りつけ
る中、馬電フェスティバルが盛大に開催されました。清水
太田市長さんまで車で駆けつけて、開場のテープカット
を行う一こまもありました。会場では社員はもとより、社員

第６３回 ゴルフ愛好会コンペ 

第１４回 カラオケ大会 
 順位 氏 名 曲 名 HD 採点 

優勝 栗原正吾 帰ってこいよ 15.2 94.2 

準優勝 近藤正司 こころの絆 6.2 93.2 

３位 永沼  進 別れ船 4.2 92.2 

４位 佐藤辰利 淡路の人よ 3.0 90.0 

５位 境野賢治 また逢う日まで 3.2 88.2 

６位 江川八郎 君恋し 3.0 88.0 

７位 根岸佳代子 人生みちずれ 6.5 87.5 

  第１４回大会を、９月２日（月）「まねきねこ・尾島店」で実施しました。イントロで皆で歌おう曲は、藤圭子を偲
んで「圭子の夢は夜ひらく」を合唱し、永沼さんの乾杯でスタート致しました。順番制(くじ引き)で、1 曲目は喉
を潤して、2 曲目が採点曲としました。皆さんの「おはこ」曲をご披露頂きましたダムの採点基準(ソフト)も、前回
より厳しくなり概算 5～6 点程度低く査定されたようです。そんな中で、栗原さんが見事に栄光の座に輝きまし
た。今回も１１人の参加で和気あいあいの雰囲気の中、皆さんの拍手を頂きながら熱唱し、楽しい一時を過ご
しました。  
 

 

 

のご家族や町内の皆さんが大勢参加され、ズラリ
と並んだ模擬店やメインステージでの各ショーや
八木節音頭で賑やかでした。菱の実会も受付に
て会員の皆さんにお茶と模擬店購入券などで対
応させていただきました。久し振りに昔の馬電秋
の大運動会や秋祭りに想いしたった一日でした。 



米国

18%

中国

24%

インド

5%

その他

28%

ＥＵ

12%

カナダ

2%

ロシア

5% 豪州

1%

日本

4% ウクラ

イナ等

1%

【会員投稿】  地球温暖化を考える！(２)  やじ馬かわら版 (第５話)  岡島 清二 

◇ 地球温暖化はCO2が本当に原因なのか？  
ＣＯ２原因説は肯定派 vs 懐疑派で論争中・・・しかしＩＰＣＣ第５次報告（９.２８付新聞）は、懐疑派を一蹴した内容であ
った。メディア受け専門家は原発心配無用と公言し、又「温暖化最悪シナリオに待ったなし」と煽る。その真贋を斬る。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

           [南極の氷床解析データ]                    [実測世界平均データ] (気温両側赤線筆者)                                                      

 

                                                                                         

 

 

                                                                                   

     

 

 

 

 図１ 氷河期と間氷期の気温とＣＯ２,メタン濃度(45 万年前より)       図２ 世界の平均気温とＣＯ２量の推移〈1880～2000 年〉 

出典:ＩＰＣＣ第４次報告書より、赤祖父俊一「正しく知る地球温暖化」に掲載を、小出裕章文献（第４話＊３）で引用、更にそれをやじ馬が無断借用し手を加える。              

図１：現在(0)で気温(赤線)は上下動あるが過去のピークと大差ない。Ｃ０２(青線)は過去のピーク 300→400ppmv に急
増、メタン(黄線)も 800ppbvが 3倍に急増。気温の振幅は１０度もあり、更に上下動しつつ温暖化は急峻に、寒冷化は緩
慢に推移する。しかも気温,Ｃ０２,メタン共、挙動が見事に一致する。人的Ｃ０２は全くない時代なのに、である。 
図２：Ｃ０２が１９４６年から急増、気温は図外約１８００年から上昇し、Ｃ０２より１５０年先行する。そして２０００年以降は横 
這い（追加赤線）である。図１もミクロでは気温先行である。即ち気温が上がる（原因）とＣ０２が増加する（結果）のだ。 
気候変動周期（図１）は、地球自転や太陽活動によると昔？学んだ。しかし小刻みな上下動を含め、原因は明確でな 
いという。長期予報で今冬の寒暖も当たらないのに、１００年先をスパコンで計算しても、入力するデータや気候モデル 
が、あやふやな科学的根拠なら、結論もしかりである。ＩＰＣＣはトップ級千人の学者が、１万件近い論文を精査、審議し
た結論だという。政治と違い多ければ正しいとは限らないし、研究費が左右するとなれば、原子力ムラと同じであろうと
想像する。ソ連崩壊や原発促進のため、の機関との裏読みも遠からじ・・・深層は別に科学的見地で、やじ馬の結論は
『人的Ｃ０２は主原因にあらず、他の要因＊１による。Ｃ０２削減しても温暖化は止まらないし、何もしなくても止まる。・・・』 
いずれにしても今後１０，２０年もすれば、自然が結果を出してくれる。＊1 太陽活動（銀河宇宙線）、エアロゾル等（＊２の著書による） 
地球や宇宙の歴史と営みは、人的Ｃ０２如きで壊れるほど、やわではないとの説を唱える頼りがいのある学者＊２もいる。 

＊２「気候変動とエネルギー問題」（Ｃ０２温暖化論争を超えて）中公新書の著者深井有、それこそ目から鱗である。せめて書店でまえがきだけでも読んでみて欲しい。 

◇ 京都議定書破綻と日本    

                                １９９７年京都会議での決め事である。この時新興国は削減  
                                義務なし。米国は批准拒否。EU とロシア、日本が 90年比 

-6%でスタート、その後 09年鳩山首相(当時)が、20年に 
-25%を条件付で公約。しかし、フクシマ事故で破綻。１２年 
に期限切れ。公約反故の日本は世界に冷評され、国際的 
に約束を守れない国は、約束しない国より、当然劣る。 
更にマスキー法の再来を狙った民主政権は、甘かった。 
規制にあえぐ企業の海外逃避を促してしまった。新興国で 
造れば規制を受けないのだから・・・。安倍政権は、第２約 
束期間を拒否、白紙スタートとした。Ｃ０２原因説は嘘であ 
ること、日本シェア（図４）を考慮して、税金のムダ遣い（年
１兆円）をやめ、したたかな外交を期待する。 

図 3 主要国のＣ０２排出量推移     図 4 2010年国別ＣＯ２排出シェア （出典：図 3は 2009.10.2、図 4は 2013.9.10。共に日経新聞） 

◇ IPCC第 5 次評価報告書つまみ食い   

  最近の気温が横這いなのは、自然のゆらぎと説明し、温暖化はいずれ戻るとＩＰＣＣはいう。今世紀末の予測値が前 
  表１ 新聞記事(9.28朝日)抜粋 (赤字は筆者計算)   回に比べ、下がったのは精度を上げたため、とも弁解をする。 

１００年間の気温上昇（赤字）は、前回に比べ 0.1 度下がっている。   
６年間Ｃ０２は増え続けていたのにである。さらに報告書は今年の猛  
暑や異常気象も温暖化（人的Ｃ０２）によるとしている。  
確かに、Ｃ０２に関係なく海水温の上昇は免れない。エル・ニーニョや
ラ･ニーニャ現象、更に原発も大きな要因であることを忘れてはならな
い。やじ馬は、温暖化の影響だが大気の対流(高気圧Ｗ居座り)や、

海水温上昇による水蒸気多発(積乱雲)が主原因で、Ｃ０２によるものではない。との懐疑派の説に賛同する。 
参考資料：肯定派・懐疑派のネット情報や書籍多数。特にＩＰＣＣデータを精査したブログ、井上雅夫「二酸化炭素は本当に地球温暖化の原因

か？」 全 242Pに及ぶ大作で大変参考になった。前述＊２同様に一読を進めたい。        (13.１０.１ 第５話了) 

 第４次(2007) 第５次(2013) 

過去の気温上昇 ０．７４度(1906

～2005年） 

０．７４／１００ 

０．８５度(1880

～2012年） 

０．６４／１００ 

今世紀末の予測 1.1～6.4度 0.3～4.8度 

気温 



No．２４７（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１１月の囲碁愛好会 
１１月１１日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１１月の麻雀愛好会 
１１月１４（木）２８日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 11/2日、26日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１１月の将棋愛好会  
１１月１８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

グラウンドゴルフ 
第７３回秋季大会 

１１月２５日（月） 
９：３０～（集合９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：５００円） 

申込み: １１月 1７日(日) 
島  保夫 (52-0889) 

（雨天中止） 

第 6４回ゴルフ愛好会 １２月１０日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１２月のカラオケ月例会 
１２月２日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 11 月 30 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１２月の 

パソコンサークル 
１２月２日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１２月の幹事会 １２月２日（月） １５：００ 労組会議室  

１１月の編集委員会 １１月１８日（月）１３：３０ 労組会議室  
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訃報 

中村 健三さん （享年８２歳） 

（旧姓 矢沢）  伊勢崎市境 

９月２１日ご逝去されました。  

 

 

ご冥福をお祈り申し上げます。 

増田克己さん （享年７３歳） 

太田市南ヶ丘町 

９月３０日にご逝去されました。  

 

訃報 ご冥福をお祈り申し上げます。 
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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-12-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

 

以
前
、
朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム

「
天
声
人
語
」
に
こ
ん
な
言
葉
が

載
っ
て
い
た
。
『
お
年
寄
り
の
元

気
の
秘
訣
は
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と

「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
で
あ
る
・
・
』

「
教
養
」
「
教
育
」
の
こ
と
と
思

い
き
や
、
「
今
日
、
用
が
あ
る
」

と
「
今
日
、
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
。
な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
。
我
々
に
と
っ
て
最
高
傑
作
の

ギ
ャ
グ
で
は
な
い
か
。
「
頭
の
体

操
」
で
知
ら
れ
た
心
理
学
者
、
多

湖
輝
氏
の
紹
介
ら
し
い
。
▼
菱
の

実
だ
よ
り
を
毎
号
見
て
い
る
と
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
積
極
的
に

行
動
し
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
菱
の
実
会
員

は
、
こ
の
心
配
は
な
い
よ
う
だ
。

菱
の
実
会
は
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」「
キ

ョ
ウ
イ
ク
」
の
絶
好
の
実
践
の
場

と
い
え
る
。
▼
こ
の
菱
の
実
会
に

未
加
入
の
方
が
ま
だ
た
く
さ
ん

い
る
。
ぜ
ひ
ひ
と
声
か
け
て
仲
間

を
増
や
し
、
一
緒
に
「
キ
ョ
ウ
ヨ

ウ
」
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
実
行
し

ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
▼
シ

ル
バ
ー
川
柳
に
こ
ん
な
の
が
あ

っ
た
。
「
欲
し
か
っ
た
、
自
由
と

時
間
、
持
て
余
す
」
・
・
・
・ 

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
。
菱
の
実
会
は
、
元
気
の
源
で

す
。 

 
 
 
 

（
篠
崎 

辰
夫
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

馬電二代所長 中川俊一郎さんの思い出 
（昭和３９年５月～昭和４５年１２月） 

新
任
に
あ
た
っ
て 

風
薫
る
五
月
、
群
馬
製
作
所
所
長
に

任
命
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
と

も
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

上
州
の
風
土
、
人
情
に
は
じ
め
て
接
す
る
の
で
す

が
、
気
性
の
激
し
い
一
面
、
人
情
も
細
や
か
と
き
い

て
い
る
皆
さ
ん
と
、
生
産
の
場
を
通
じ
共
に
語
り
、

共
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
私
は
幼
少
時
を
、
九
州
の
山
奥
の
百
姓
の
家
で
、

伯
父
伯
母
の
も
と
で
従
兄
弟
た
ち
と
一
緒
に
育
て

ら
れ
た
の
で
、
し
ょ
せ
ん
は
山
猿
の
た
ぐ
い
で
す
。
物

心
が
つ
き
は
じ
め
た
頃
は
、
私
を
生
み
落
し
て
間
も

な
く
相
次
い
で
病
死
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
瞼
の
父

母
を
懐
し
が
っ
た
り
少
し
う
ら
め
し
く
思
っ
た
り
、

そ
し
て
結
局
は
泣
き
虫
の
感
傷
屋
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
た
い
て
い
の
苦
し
い
こ
と
や
、
悲
し
い

こ
と
に
は
耐
え
て
ゆ
く
自
信
は
で
き
ま
し
た
。
粗
末

な
衣
食
で
も
無
作
法
な
言
動
で
も
あ
ま
り
気
に
な

ら
な
い
の
も
育
ち
の
野
蛮
さ
の
故
で
あ
ろ
う
と
、
今

で
は
か
え
っ
て
感
謝
す
ら
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

だ
か
ら
、
多
分
に
自
然
の
山
河
の
ま
ま
に
素
朴
な

野
性
の
漂
い
を
覚
え
る
上
州
は
、
な
ん
と
な
く
私
の

性
に
合
い
そ
う
だ
と
一
人
決
め
に
喜
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 
 

そ
し
て
何
よ
り
も
、
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
群
馬
製

作
所
は
若
々
し
い
。
何
も
か
も
ま
だ
目
新
ら
し
い

瑞
々
し
さ
を
た
た
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が

最
も
心
楽
し
い
次
第
で
す
。
す
で
に
出
来
上
っ
た
も

の
、
古
く
な
り
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
興

昧
が
な
い
し
、
た
と
え
興
昧
が
あ
っ
て
も
ど
う
に
も

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
未
来
の
夢
豊
か
な
も
の
、
今

後
成
長
し
発
展
し
光
り
輝
い
て
ゆ
く
も
の
だ
け
が
、

心
身
を
打
ち
込
ん
で
ゆ
け
る
生
甲
斐
の
対
象
に
な

る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
、
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
こ

と
に
、
溌
剌
と
し
た
若
く
新
ら
し
い
当
所
の
将
来
に
、

改
め
て
、
私
の
夢
の
拡
大
を
直
感
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
立
派
な
歴
史
や
伝
統
の
基
礎
を
よ

り
確
実
に
打
ち
た
て
た
い
も
の
で
す
。
若
さ
と
新
ら
し

さ
は
、
当
然
に
無
垢
で
あ
り
、
無
地
で
あ
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
う
す
汚
れ
た
中
古
品
や
、
か
び
の
生
え
た
よ

う
な
暗
い
過
去
の
影
は
払
い
去
る
べ
き
も
の
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
古
い
し
き
た
り
の
中
で
も
た
も
た
し
た

り
、
涸
れ
萎
ん
だ
形
式
の
中
で
凝
り
固
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
な
く
、
伸
び
伸
び
と
真
一
文
宇
に
立
ち
向
う
純

真
さ
の
溢
れ
る
世
界
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な

天
地
を
築
き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
、
と
希
う
次
第
で

す
。 

 

私
も
、
若
く
新
ら
し
い
人
間
の
力
と
そ
の
協
力
一
致

の
精
進
さ
え
あ
る
な
ら
多
少
の
困
難
な
問
題
は
意
と

す
る
に
足
る
ま
い
、
と
の
決
意
を
も
っ
て
前
進
す
る
覚

悟
で
す
。 

 

私
の
嫌
い
な
も
の
は
、
無
気
力
と
無
誠
意
で
す
。
私

の
軽
蔑
す
る
も
の
は
弁
解
と
「ご
ま
か
し
」で
す
。 

 

い
ち
ば
ん
新
ら
し
く
て
、
い
ち
ば
ん
若
い
こ
の
工
場

を
、
一
日
も
早
く
、
ど
の
工
場
に
も
負
け
な
い
立
派
な

工
場
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
必
ら
ず
出
来
る
こ
と
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
覚
悟

如
何
で
、
こ
の
群
馬
製
作
所
は
ど
ん
な
に
で
も
な
る
の

で
す
。 

 
や
る
べ
き
職
責
は
徹
底
的
に
や
り
ぬ
い
て
も
ら
い
た

い
。
尽
す
べ
き
こ
と
は
、
い
わ
ば
身
命
を
賭
し
て
も
果
し

て
も
ら
い
た
い
。
正
々
堂
々
と
積
極
的
に
前
進
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
私
は
念
じ
て
や
み
ま
ぜ
ん
。 

 

こ
の
製
作
所
に
つ
い
て
の
、
最
後
の
責
任
は
私
が
負
い

ま
す
。
安
心
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
を
思
い
き
り
や
っ

て
下
さ
い
。 

 

で
は
仲
良
く
、
元
気
で
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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斎藤 正三 様 伊勢崎市境栄 ７７歳（2013/12/05） 

 

憲
法 

第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
義
務 

〔自
由
及
び
権
利
の
保
持
義
務
と
公
共
福
祉
性
〕 

第
１
２
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ
て
、 

こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

 

群馬菱の実会ホームページに、新企画「昭和史」と「ロングセラー商品誕生秘話」を連載しています。
Ａ４一頁にコンパクトにまとめて、毎月一タイトルずつお届けしていく予定です。 
 

祝祝  長長  寿寿  
「喜寿」のお祝い 

  

  

   

 
 

 

【 新入会員紹介 】 

 

志村 末男 さん（平成２５年１０月入会） 太田市早川町  

＜職歴＞ 
1970/4 入社 馬電経理課機械計算係 
1977/6 情シ部門本社集中化により関東機械計算室馬電分室 
1987/11 本社 関東情報システム室 総合課 
1991/3 関東情報システム室 馬電分室 
1999/4 本社 販路計画部情報システム G 
2006/4 （株）リクエスト・システム出向 (馬電駐在） 
2009/3 同社 転籍 
2012/3 同社 定年退職  

 

「コンパクト昭和史」 

懐かしき古き良き時代「昭
和」にタイムスリップしてみま
せんか。 
１年間の主な出来事を、表
と写真で、Ａ４一枚にコンパ
クトにまとめました。 
どんな年？、主な出来事、
世相・流行、話題の本、人
気映画、はやり歌、賃金、物
価、来る人、往く人・・・。 

「ロングセラー商品 
誕生秘話」 

時代を超えずっと愛され続
けている商品があります。
それらの商品の誕生と長寿
の秘訣を追ってみました。 
商品開発の背景、舞台裏
などをＡ４一枚にコンパクト
にまとめました。 
そこには、今騒がれている
偽装などのようなものはあり
ません。 
 
菱の実会ホームページで 
ご覧下さい。 



 No．２４８（３）  

  

朔太郎記念館 

【 会員投稿 】     

「ｂｕｙ（買う）＆Sell（売る）給湯機」キャンペーン応援（協力）者第一号の佐藤 勇さんへの取材です。 

昨年の「菱の実会報」（６月号）で、東日本大震災以降、反オール電化という大きなうねりの中で苦戦
する馬電の状況（社内報「菱風４月号」）を紹介。「菱の実会」としても、微力ながら「ｂｕｙ＆Sell 給湯機」
での応援をしていこうと呼掛けをいたしました。 
その呼掛けに、真っ先に応えて下さったのが佐藤勇さんでした。その佐藤さんに、導入を決断され

た際の心境と、導入後の状況（導入から現在までのエピソード、使用後のライフスタイルの変化・感想
等）を語っていただくことにいたします  
  

私は毎年４月の菱の実会総会に出席しているが、エコキュートが産声を上げて数年間はともかく単

独で利益の産める製作所までは発展成長し、馬電所長のご挨拶は黒字維持・向上が課せられた役目

であると、頼もしく心強かった。しかし、平成１１年に発生した東日本大震災は、エコキュートの市場に、

予想をはるかに超える未曾有の苦難を与えたらしい。この年から馬電所長の挨拶に「この苦境を乗り切

るために、ＯＢの皆さん、拡販のためのお力添えを、是非お願いしたい」が加わった。同時に菱の実会

の会報でも、給湯機拡販の応援キャンペーンが掲載された。     

そんな中、新潟に嫁いでいる次女が、いろいろな環境が整ったので、家を新築したいと言ってきた。

某ハウスメカーからの提案が気に入ったので決めると言う。私は大げさな支援は出来ないが、記念に

残る物としてエコキュートの提供でどうか、と打診したところ、ハウスメーカーと交渉の結果、見積もりか

らエコキュート分を減額することでＯＫの返事が来たとのこと。早速に販売関連会社に相談したところ、

買ってもらえるためなら骨身は惜しまない。新潟でもどこでもお届けしますと言う。この熱意と積極性に

後押しされて、購入を決断した。         

そして、平成２４年１０月２５日販売会社の方に同行し、新潟への納品（往復500㎞の旅）と相成った。

群馬を出発する時は、快晴だった天候も納品先（新潟市）に近づきにつれ、天候も急変。到着を前に、

スコールのような雨に見舞われてしまうというハプニングも起きた納品道中でした。10 月末には 370ℓ・

寒冷地向けを据付完了。エコキュート導入後は、ランニングコストの大幅な削減、そして快適な風呂環

境に家族 5人大いに満足しているらしい。ＯＢとして会社に、親として次女に面目を保つことが出来た。 

〝バンザイ！″   その後、ＯＢからの引き合いがガンガン来ているってホント？   

            

  

お忙しい中、「ｂｕｙ ＆ Sell 給湯機」キャンペーン最初の応援（協力）者として、感想をお聞かせい
ただき有難うございました。         
なお、佐藤さんの後も、７人のＯＢ（関係者も含む）の方から応援をいただいております。今後も応援
（協力）者からの感想等をご紹介しながら、給湯機拡販に繋げていけたらと思います。 

        

オール電化にされた佐藤さんの次女宅 



No．２４８ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１２月の囲碁愛好会 
１２月９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月の麻雀愛好会 
１２月１２日､２６日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 12/10 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１２月の将棋愛好会  
１２月１６日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月 
グラウンドゴルフ例会 

１２月１６日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６４回ゴルフ愛好会 １２月１０日（火） 上武ゴルフ場 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１月のカラオケ月例会 
１月８日（水） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 1 月 5 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１月の 

パソコンサークル 
１月８日（水） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１月の幹事会 １月８日（水） １５：００ 労組会議室 
 

１２月の編集委員会 
１２月１６日（月）  

１３：３０ 
労組会議室  
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編
集
後
記 

・ 

中
川
俊
一
郎
さ
ん
は
、
在
任

中
電
気
温
水
器
事
業
を
立
ち

上
げ
、
掃
除
機
「
風
神
」
の
生

み
の
親
で
も
あ
り
ま
す
。
独
特

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
人
柄

と
、
見
る
か
ら
に
円
満
そ
う
な

丸
顔
で
社
員
を
ひ
き
つ
け
、
冒

頭
記
事
の
新
任
挨
拶
に
あ
る

約
束
通
り
、
馬
電
の
基
礎
を
立

派
に
確
立
し
て
く
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
・
ま
た
中
川
さ

ん
は
た
い
へ
ん
筆
が
立
つ
お

方
で
、
多
く
の
論
文
や
随
筆
な

ど
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

新
任
挨
拶
文
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 

（
篠
崎
） 
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